HITACHI 

Inspire the Next 


取扱説明書 


保証書 • 設置説明書•カンタンご使用ガイド 
適温調理クッキングガイド別添付 


日立 IIH I クッキングヒーター 庭用 

■ 2口置团鉄•ステンレス巧応 
型式 HT-SOFS レンかドファン鐵 嘯 


このたびは日立 IIH 1 クッキングヒーターを 
お買い上げいただき、まことにありがとう 
ございました。 

この巧巧説明書をお読みになり、正しく 
お使いください。 

お読みになったあとは、保証書、設置説明書、 
カンタンご使用ガイド、適温調理クッキング 
ガイド、 DVD とともに大切に保ちしてくだ 
さし、。 


「安全上のご注意」 r -» P .6 〜11階 お読み 
いただき、正しくお使いくださし、。 
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〈料理集•調理のこつ付〉 


ネ刀めてお使いのとさ 
や、お困りになつた 
とちは、 

同徊の DVD ち 
是非ご覧ください。 

DVD を再生できる環境で 
お使いください。 


初めて使う方にをわかりやすい 

かんたん 

日立 IRl クッキングヒーター 


























はじめにお読みください 

「安全上のごを意」 ( AP 乂〜11 ) をお読みいただき、正しくお使いください。 

大乂力左•ち IH ヒーター 


•鉄やステンレス鍋加熱で3 . 0 kW の大火力だから、 
おいしく調理できまず。 


鍋の形がや重さによつて火力が弱くなることがありまず。 


鍋の加熱が早いので、料理の仕上がり具合を見ながら 
火力 • 時間を調節してください。 Ods&l 

_ J 


IH 加熱の原理（イ乂ージ図) 


け レートー►卜 し气一 

f 卜マ、-!. 一., 


金 


トツププレ¬ 
し下 口 日日化ガフス） IH □イル 磁力（磁力線） 

IH とは Induction Heating の略で、日本 


語では電磁誘導加熱といいまず。 

トツププレート下の IH コイルに電流を流し、 
磁力（磁力線）によりトツププレート上に置 
いた金属鍋自体を発熱させまず。 


適温調理機能 (付属の適温調理クッキングガイドと DVD で40種類のレシピがご覧になれまず) 


•光&4温度センサーで予熱も加熱もコント□ール。 
選んだ ニューに合わせて設定目安温度をキープ。 

適温調理ニューには、「いため物」「卵調理」がありまず。 

卜 ► P .28、29、31) 


Sr 

心心 


光センサー 

•高感度サーモパイル式光センサーが、 
鍋底の温度をダイレクトに検知。 

光センサーや鍋底がミちれていると、鍋の温度が 
正しく橫知できない場合がありまず。 

汚れや異物を取り除いてからご使巧ください。 

(今 P .4 の 


ビッググリル 

参さんま5尾を一度に焼ける。 

(- ► P .34 x 35) 



音寅ガイド •調理終了時や安全機能が働いたときなどに音声でお知らせ。 
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ちくじ ご使用の前に 

使いかた 


お手入れ 

お困りのとさは 

仕様-その他 


♦各部のなまえ•操作パネル•付属品 . 4 

♦安全上のご注意 . 6 

♦使える鍋の種類 . 12 

♦画クッキングヒーターでの調理の手順 . 16 

♦消費電力と安全機能について . 18 


IH ヒーターで 調理ずる 


• IH ヒーターの使いかたのポイント . 20 


お好みの火力で調理ずる 


♦ゆでる、煮る、蒸ず、焼く、いためる、温める••…22 


L 一を選んで調理ずる 


♦揚げる（揚げ物） . 24 

♦揚げ物レシピ . 26 

♦焼く •いためる（適温調理） . 28 

• IH ヒーターの火力調節 • 設定油温、設定温度の目安••30 


グリルで調理ずる 


♦グ IJ ルの使いかたのポイント . 32 


X ニユーを選んで調理ずる 


♦丸焼き、切身•干物、つけ焼き（調理 X ニュ ー) …34 
♦調理 X ニューレシピ . 36 


手動を選んで調理ずる 


•手動 . 38 

♦グ IJ ルの仕上がり設定、火力設定、時間設定の目安 •• 40 


いろいろな機能を使う 


♦タイマー . 42 

♦チヤイ J レド□ツク . 43 

♦音声の聞き直し•音量切り替え . 44 

• X □ディーとブザーの切り替え . 45 

♦レンジフードフアン連動 . 44-45 

参吸•排気カバー . 46 

♦前面操作パネル . 46 

♦天ぷら m . 46 

•トツププレート、プレートワク、光センサー••••47 

♦グリルドア•焼網•受皿 . 48-49 

♦グ IJ ル庫内のクリーニング . 50 

♦電源について . 51 

♦上面操作パネルについて . 51 

参音について . 52 

♦火力について . 52 

♦適温調理について . 52 

•グリルについて . 53 

♦結露について . 53 

参レンジフードフアン連動について . 53 

♦上面操作パネルに次の表示が出たとき . 54 

♦前面操作パネルに次の表示が出たとさ . 54 

♦保言正とアフターサービス . 55 

♦「ご相談窓口」 . 55 

隹仕様 . 轰表糸氏 





































































る部のなまえ•操作八ネル•付属品 


r -» p , ooi は主な説明のあるぺージです。 

排気口左 IH ヒーター 


吸•排気カバー 

(中に排気□がありまず） 


(3.0KW) 

巧み ム屋 畳囲屋 J ~1 畳田画目目丄 I 


ち IH ヒーター吸気口 

(3.0KW) 


凸マーク (4 箇所) 

目の不自由な方が、 
鍋をヒーターの中 
央に置くための目 
安でず。 

(左ちの凸 マーク 
は両側面について 
いまず） 



♦天ぷら鍋 （1 個） 

揚げ物調理をずるとさに使いまず。 
揚げ物]；4外に使用しないでください。 

いため物、煮物、湯沸かしなどに使巧ずると、天ぷ 
ら鍋がさびたり、トツププレートが変色ずるおそれ 
がありまず。 


部品の交換•追加購入 


2010年9月現在 



音 P 加 名 

部品番号 

希望 /J 、売価格 

焼網 (消耗部品） 

HT-80FS 003 

1,575円 けな抜1,500円） 

受皿 (消耗部品） 

HT-B10TS 007 

2,520円 (税抜2.400円） 

天ぷら鍋 

( HT - N 50) 

HT-C20TWS010 

2,730円 (觀2,600円） 
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日立の家電品取扱店にご相談ください。希望小売価格は価格改定に伴い変更ずる場合がありまず。 


上面操作パネル 




送信部※ 


※送信部はレンジフードファン連動用 

送信部※ 


I H ヒーター高温ミ主意表示部 

トツププレートが高温になって 

左 I H ヒーター表汀^部 いるとさに点なしまず ち I H ヒーター表示部 

表示窓点灯 • 点滅時 IH ヒー t ター部高温を意 


III ilPTIIII I III fwirwfwi 固 

I 鍋確認 rnTTI 111111 1 追 巧ルのの 画 


6(1 666 m 6 



表示窓点灯 • 点滅時 IHi こ一夕一部高湿注意適温サィン 


高溫ミ主意 t デモ1 
鍋確認 t&I 


66 m 醒 


の 


圓 


\ 

とろ火 

弱火 

中火 

強火 

1 

火力/温度 

ィ1 ►] 

下げる上げる 

1 

卵調理 

いた雜 


IH ヒーター操作部 


圓 






义力/温度/時間 



とろ火 

弱火 

中火 

強火 

(◄叫 

下げる上げる 

揚げ物 

タイマ- 


左 IH ヒーター操作部 


ち IH ヒーター操作部 


IH ヒーターで 調理をする 


P.20 〜31 


火力、揚げ物、卵調理、いため物、タイマーの設定、通電スタート•切を巧いまず。 

♦火力など設定後、約30秒从内に通電をスタートしないと、設定は取り消されます。 

設定内容や運転状態を I H ヒーター表示部に表示しまず。 


前面操作パネル 


電源スイツチ 


グリル表示部 


グリル操作部 



<!^={ 



追加 


、丸焼さ 

.切身•干物 

つけ焼き, 

焼さ ‘ 




仕上がり/火力 

イ1 ► 

時間 

イ1 ► 

手動 

II クにン 3 

チャイルド 

□ック 

音声 

聞き直し 

下げる 上げる 

下げる 上げる 


G 秒巧し） 

音量 (3 秒巧し） 


グリル操作部 


グリル庫内をクリーニングずる 


->P.50 


グリルの庫内をクリーニングしまず。 

♦クリーニングのときは、焼網、受皿を外してください。 


グリルで調理をずる 


電源の入•切を行いまず。 

♦電源を入れたままスタートさせずに約10分間放置 
ずると、自動的に電源が切れます。 


音声を使う 


W .44| 

音声ガイドを聞さ直しまず。 
音量の変更や消音をしまず。 


操作を□ックする 


- ►P-43 

全ての操作を□ックしまず。 

• □ックの設定•解除はチャイルド□ックボタンを 
約3秒間押します。 

♦設定内容は電源を切つても記憶していまず。 


- ► P .32-^41 

調理 X ニュー、火力、タイマーの設定、通電スタート•切を行いまず。 

♦調理 ニュー、火力など設定後、約3分仪内に通電をスタートしないと、談定は取り消されまず。 

設定内容や運転状態をグリル表示部に表示しまず。 


る部のなまえ•操作パネル•付属品 
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ま全上のごを意 この機器は-般ま關でず。業務曲こはも'使いにがないでください 


お使いになる人や、ほかの人への危害、財産への損害を未然に防止ずるため、お守りいただくことを、 
明していまず。また、本文中のミ主意事項についてもよくお読みのうえ、正しくお使いください。 


次のように詰 


■ここに示したミち意事項は 

表示内容を無視して誤った使いかたをしたとさに生じる危害や損害の程度を、次の表示で区分し、説明していまず。 


A 危険 


この表示の欄は、「死 t また 
は重傷を負う危険が差し迫 
る」内容でず。 


A 警告 


この表示の欄は、「死 t また 
は重傷を負うことが想定さ 
れる」内容でず。 


A ミ主意 


しの表71^の欄は、「傷害を負うし 
とが想定されるか、または物的損 
害の発生が想定される」内容でず。 


表示の例 


「警告やミ主意を促す J 内容です。 

してはいけない「禁止」内容でず。 

〇 実行しなければならない「指示」内 
容です。 




W 危:険 


♦义災•感電•けがの原因になります。 


本体は 


分解禁止 


改造はしなし、 

修理技術者仪外の人は分解したり、修理を行わない 

修理はお買い上げの販売店または「ご相談窓□」 [- » p .55 J 
にご相談ください。 




♦义災•感電•けがの原因になりまず。 


異常•故障時は 


〇 


♦異常•故障時には、直ちに使用を 
中止し、ずぐに専用ブレーカーを 
切り、お買い上げの販売店へ点 
検•修理を依頼ずる 


• 電源スイ、ソチを入れて操作しても IH ヒーターやグ 
I J ルが作動しないときがある。 

•焦げ臭いにおいがしたり、運転中に異常な音がずる。 
• ビリビ IJ と電気を感じる。 

• その他の異常や故障がある。 


据付のとさは 


〇 


•電源プラグはコンセントの奥まで 
しっかり差し込む 

•電源プラグの刃や巧の取付部分に 
ほこりが付着している場合はよく 
ふ< 


卜別泉誦せよ 


•アースを確実に取り付ける 

アースの 取り付けは、電気工事店また 
は販売店にご相談ください。 
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•义災•感電•けがの原因になりまず。_ 

据付のとさは 

0 •電源コードを傷つけたり、加工したり、無理に曲げたり、引っ張ったり、ねじったり、 
たばねたり、高温部に近づけたり、重いものをのせたり、はさみ込んだりしなし、 

•電源コードや電源プラグが傷んでいたり、コンセントの差し込みがゆるいときは使用しない 

•めれた手で電源プラグの抜き差しをしなし、 


♦义災•感電•けが•やけどの原因になりまず。 


揚げ物調埋は I •揚げ物調理の際、油は炎がなくても発火のおそれがありまず 

0 ♦揚げ物調理中はテばを離れない 油量 800 g 麵 500 g 

•付属の天ぷら鍋1^(外は絶巧に使わなし、 

市販のフライパン•鍋は使わないでください。付属の 
天ぷら鍋が外を使用ずると温度調節機能が正しく働 
かないことがあり、火災の原因になりまず。 

•鍋底が変形したものは使わない 

♦巧は 200 g (220 mL ) 未満では調理しない 

油は20 0 g (220 mL ) 〜80 0 g (880 mL ) の範囲で調理してくださし、。鍋が違ったり油量が少 
ないと、油が過熱され発火ずるおそれがありまず。また油量が多過ざると、あふれてやけどや 
火災の原因になります。 

•鍋底やトッププレートに汚れがこびりついたまま使わない 

© •油煙が多 < 出たら電源を切る 
•鍋は IH ヒーターの中央に置く 
•必ず「揚げ物」を使用ずる (今 P .24) 

手動によるお好みの火力では獄ず物調理をしないでください。油の温度を適正にコントロール 
できないため、油が過熱され発火ずるおそれがあり、火災の原因にな IJ まず。 


調理の際は 

0 •加熱中や加熱後および再加熱の際は、鍋に顔を近づけたり、のぞき込まない 

水などの液体やカレー•みそ汁•吸い物•牛乳などの煮物•汁物が突然沸とう（奕沸）して飛び散つ 
たり、鍋が跳び上がることがあり、やけどやトッププレートが割れるおそれがあるため、加熱 
中や加熱後および再加熱の際は鍋に顔を近づけたり、のぞき A まないようにしてください。 


© •調理ずるときは食材の加熱が態を均一にずるため火力を弱めにし、よくかき 
混ぜる 





















































ま全上のごを意 (つづさ) 



♦义災•感電•けが•やけどの原因になりまず。 


使用中(調埋中)•使用後は 


0 •使用中や使用後しばらくはトッププ 
レートやグリルドアおよび庫内など 
の高温部に触れない 

•鍋•鍋の取っ手などの高温部に触れない 

•市販のミちれ防止シート（電磁調理器 
カバー）金を使わない 

安全機能が正しく働かない原因になりまず。 
X トツププレートの上にのせて、その上で 
調理をずることでトツププレートの巧れ 
を防ぐちのでず。 


•いため物•焼き物など、少量の油を入 
れて予熱ずるときや、予熱の後で油を 
入れて調理ずるときは、テばを離れた 
り、加熱し過ざない 

使用ずる油の量が少ないため油温が急激に 
上がり、発火するおそれがあります。加熱 
し過ぎないよう火力をこまめに調節してく 
ださし、。 


トツププレートの上は 



•トツププレートの上に乗ったり、物を 
落としたり、衝撃を加えない 

万一ひびが入ったり割れた場合は、電源と 
専用ブレーカーを切って使用を中止し、ず 
ぐに修理を依頼してください。 


•トツププレートの上に鍋、やかん、フ 
ライパンなどの調理器具]^|外のものは 
置かない 

誤って加熱した場合、火災や破裂してやけ 
ど-けがの原因になりまず。 


下記のものはトツププレートの上に 
置かないよう特にを意してくださし、。 


•カセットコン□、ボンべ、吿詰など 
• アルミ製容器やパック（うどん等が入っ 
た簡易容器）、レトルトパック（アルミ清 
を使用しているパック）、紙パック（内側 
にアルミ道を貼ったもの）、アルミ洁など 
• スプーンなどの金属製ル物 
•その他可燃物や引火物（まな板、ふきん、 
紙、油など） 


〇 •トッププレートの光センサーの汚れは、きれいにふき取る 

光センサーがミちれていると、鍋の温度が正しく検知できない場合があり、発火のおそれがあり 
まず。 


本佩よ 

0 •吸•排気口やずき間にピンや針金など 
の異物を入れない 

•吸•排気口に指を入れない 

♦本体や吸•排気口に水などをかけない 


•子供など取り扱いにす慣れな方だけで 
使用させたり、乳幼児に触れさせない 

•カーテンなどの可燃物のおくで使用し 
なし、 


使用後は 

〇 •使用後は電源を切る ♦長期不在のときは専用ブレーカーを切る 

使わないときは、前面操作パネルを収納して 
電源を切ってください。 
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♦义災•感電•けが•やけどの原因になりまず。 


使用ずる方は 


0 


調理从外の用途に使用しない 

湯たんぽなどを加熱しないでください。 



〇 


医療用ぺース X —力一をお使いの方は、本製品のご使用にあたって医師とよくホ目談ずる 

本製品の動作がぺースメーカーに影響を与えることがありまず。 


使用中(調埋中)•使用後は 

0 •鍋は不安定な状態で使用しない 
•鍋の下に紙やシートを敷かない 

•あらかじめ加熱した油で「揚げ物 J を使わない 

油の温度を適正にコント□ールできないため、発火ずるおそれがありまず。 

•本体前方に物を置かない 
•空だきや必要1^4上に加熱をしなし、 

•鍋底の薄いもの、反っているフライパンや鍋は「中火」が上で予熱ずると赤熱したり変形ずるおそ 
れがありまず。空だきなど異常に高温になった場合、トッププレートが変色することがありまず。 
•ホー □一 鍋は、空だきしたり、焦げつかせたりずると鍋底が過熱して、•底面のホー□一が溶けて 
焼さつき、鍋やトッププレートが破損、損傷ずる原因になりまず。 

•火気を近づけない 

•吸•排気カバーをふさいだり、吸•排気カバー付近に手、顔、鍋の取っ手を近づけない 
•トッププレートの上面操作パネルの上に、熱い鍋などを置かない 
•トッププレートの上に直接食材を置いて調理しなし、 

•使用中は本体から離れない 


〇 


•片手鍋を使用ずる場合は、取っ手の位置に十分注意ずる 

耳又っ手が手や体にで用意に当たった場合、鍋がひっくり返ってやけどや火災の原因になりまず。 

•揚げ物調理中は、飛び散る油に注意ずる 
•油煙が多<出たら電源を切る 

•使用中や使用後、庫内クリーニング中はレンジフードファンを使用ずる。 

煙や臭いなどに敏感なル鳥などの小動物は別の部屋に移してください。 


H 安全上のご議 
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ま全上のごミ主意 (つづさ) 






:其紛 


皇 迁后、 


♦乂災•感電•けが•やけどの原因になりまず。 


グリル使用中に 


〇 •グリル使用中に調理物力《発煙 • 発火した場合は、次の手順で消火ずる 

•消火ずるまでグリルドアを開けない 

(空気が入り、炎が大さくなりまず） 



① 電源を切る 

② 吸•排気カバー全体をめれたタオルでふさぐ 

X このときグ IJ ルドアの周囲から煙が出まず。 

③ 専用 ブレーカーを 切る 

X グ IJ ルドア(強化ガラス）に水をかけない。（強化ガラスが割れまず) 



グリルを使用ずるとき 

0 •使用中や使用後はグリルドア（強化 
ガラス）に水をかけない 

高温になっているところに水をかけると 
割れるおそれがありまず。 


•グリルドアを持って勢いよく引き出 
したり、持ち上げながら引き出した 
り、またグリルドアや レールに 強し、 
力を加えたりぶらさがらない 


•グリルドア（強化ガラス）に傷がつい 
た場合は使わない 

強化ガラスは普通のガラスに比べ強度が高 
く、安全性の高いガラスでずが、小さな傷 
でも亀裂が進行し、傷を起点として一瞬で 
粒状に破損するおそれがありまず。傷がつ 
いた場合は、曰立の家電品取扱店でお買い 
求めください。 r —» p .。 

•少量の調理物を長時間調理しない 

発煙-発火ずるおそれがありまず。 


グ IJ ルドアや焼網、受皿などが落下して、や 
けどやけがをしたり、破損の原因になりまず。 

•受皿が破損した場合は使わない 

キャビネット内に水などが落ちる原因にな 
りまず。 

•使用中は本体から離れない 


•受皿には水乂外のもの（アルミホイル， 
クッキングシート•才ーブンシート•グ 
リル用の石など）を入れて使用しなし、 

脂が過熱し、発煙•発火ずるおテれや調理が 
うまくできないことがありまず。 

♦同じ食品を繰り返し調理しない 

発煙 • 発火ずるおそれがあります。 


〇 •使用中や使用後は、グリルドア、焼網、 
受皿、レールは高温になっているので、 
お手入れをずるとさは十分冷えている 
ことを確認してから巧う 


•グリル庫内やレール • ホルダーや受皿は、 
魚などの脂がたまらないよう使用のつ 
ど掃除し、定期的にお手入れをずる 

続けて使用ずるときは、受皿にたまった脂 
を捨て、ミちれをきれいに落としてくださし、。 


お手入れは 

〇 ♦お手入れは、電源を切り、本体が冷えてから巧ラ 
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次の点をごを意ください 


•トッププレートの上で、 I 因ジャー炊飯器など電磁誘導加熱の調理機器を使わない 

磁力線により本製品が故障ずる原因になりまず。 

•キャビネット（本休左ち•下側）に調日未料•食品などを置かない 

本体からの排熱により、調味料•食品などの変質の原因になります。 

•前面操作パネルに煮汁などを付けたまま収納しない 

煮汁などが固まって前面操作ノ ネルが開かなくなるおそれがあります。 

•吸•排気口に水などをこぼさないよう注意ずる 

キャビネ、ソト内に水などが落ちる原因になりまず。万一水などをこぼした場合は、本体とキャビネ、ソト内を 
確認してずぐにふき取ってください。 

•プレートワクを鍋底でこずったり、プレートワクに熱い鍋を置かない 

ステンレスの傷つき•変色の原因になりまず。 

•トッププレートの上に鍋のふたや受皿、バーベキュー用やホットプレート用の鉄板などを置 
かなし、 

IH ヒーターが通電ずると加熱され、火災•故障の原因になりまず。 

• IH ヒーター使用中は磁力（磁力繳が出ているため、磁気に弱し化のを近づけない 

•ラジオ•テレビ • 補聴器など（雑音の原因になりまず） 

• キャ、ソシュカード•磁気テープ • 自動改札用定期券など(記憶が消える原因になりまず） 

•光センサーに直射日光が当たると誤作動ずることがある 

鍋の位置がずれたときなど光センサーに直射日光が当たると、鍋の温度が正しく検知できない場合や通電 
を停止ずる場合がありまず。鍋を IH ヒーターの中央に置いてください。 

•酸の強い食品がついた場合はずぐふきとる 

ジャム、レモン汁、梅、お酢を使った食品などを付着したまま放置ずると、トッププレート、プレートワクが 
変色したり、接続部分が劣化し、はがれの原因になりまず。 

•±鍋やガラス鍋、直乂用魚焼さ器は使わない 

I 国日閒 I または 層お禍閒1 付、 riH で使える」と表示している±鍋やガラス鍋、直乂用魚焼き器などでも形状 
によっては圆クッキングヒーターが故障したり鍋が割れたりずる場合がありまずので使わないでください。 

•ビルトインオーブンレンジと組み合わせて使用の場合、グリルドアの取っ手の温度にミ主意ずる 

オーブンレンジの排気でグ U ルドアの取っ手が熱くなる場合がありまず。[ I 团クッキングヒーターを使ってい 
なくても、才ーブンレンジを使うと吸•排気カバーが熱くなる場合がありまず。 

•害虫（ゴキブリなど）力《製品内に侵入ずると故障の原因となる 

適切な環境下でご使用ください。 


II 靈上のご臺 


11 



































使える鍋の種類 


鍋の材質と形がで、使える〇使えない X を確認ずる 


•左•も IH ヒーターには、財団法人製品安全協会の I 宜 D 閒 I または I 固盾閒。日岡]マークの付いた鍋をおすずめしまず。 

(鍋の説明書をよくお読みになり鍋に適した火力で使用ずるなど正しく安全にお使いください） 


■使える鍋の材質 


材 質 

IH ヒーター 

鉄 • 鉄錶物 • 鉄ホー□一 

贷 

. 一 . ホー□一鍋は空だきしたり焦げつかせないようにしてくだ 

C 1 さい。底面のホー□一が溶けて焼きつき、鍋やトツププレ 
—卜が破損-損傷ずる原因になりまず。 

ス 

ン 

レ 

ス 

鍋底に磁石がつくもの 
懒住/ 18-0) 

〇 

鍋底に磁石がつかないもの 
(非磁性/18-8、 18-10) 

1 ) 鍋底の厚さが 1 mm を超えると火力が弱くなりまず。 

多 

層 

鍋 

間に鉄を挟んでいるもの 
(鍋底に磁石がつくもの） 

1 i 間にはさんでいる材質で、火力が変わりまず。 

間にアルミを挟んでいるもの 
(鍋底に磁石がつかないもの） 

X 

アルミ•銅 — 

同 [ 


X 

ガラス•陶磁器（±鍋. 
セラミック§局など）- ^ 

直火用焼き網 ^ 


V 1 国日閒 1または1 圖招閒 。日閒1付、 「 IH で使える」と表示して 
いるものも含みまず。 


■使える鍋の形状 

r — 

鍋底の直径 

IH ヒーター…12〜 26 crrvX 

X 鍋底の直径が大きいと、調理物によっては仕上がりにムラができる場合がありまず。 


鍋底の形が 

平らなもの 

〇 

反りが 

3 mm が上 

X 

丸いちの 

X 

脚があるもの X 

し 

^ yj 

> 

个 

) 

V / 


1 r 
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適温調理で使えるフライパンについて 


次の推奨フライパン•鍋をご使用ください。 

日立の家電品取扱店にご相談ください。希望小売価格は価格改定に伴い変更ずる場合があります。 


推奨フライパン （2011年12月現在） 

品名：フライパン型式：106865 
希望小売価格：11，550円（税抜11，〇00円） 



推奨フライパン （201 1年12月現在） 

品名：フライパン （7 層フッ素加工）型式： DF -24 
希望小売価格： 28,350円（税抜27,000円） 



♦ 層日剛 または 眉な閒。日閒 1 付のフライパン•鍋で、ち表 
のものを使用してください。 

♦推奨卵焼きは卵焼き用のため、適温調理「卵調理」で 
ご使用ください。 


Q 


上記1^|外のフラィパンを使わない 
油が過熱され発火ずるおそれがありまず。 


推奨いため鍋 （2011年12月現在） 

品名：いため鍋型式：106834 
希望小売価格：12,600円（税抜] 2,000円） 




推奨卵焼き （201 1年12月現在） 

品名：卵焼を型式：106872 
希望小売価格： 6,090円（税抜5,800円） 




左 IH ヒーター 

鍋底の直径 

12〜 26 cm 

鍋底の反り 

3 mm 木満 

鍋底の厚さ 

1 



た 


r 獄ず物 J で使える鍋について 


揚げ物は、必ず付属の天ぷら鍋をお使いください。 

♦鍋底が平らなもの（鍋底の反り1 mm 从下） 


を IH ヒーターが 
使えまず 



0 付属の天ぷら鍋が外は絶対に使わない 
火災の原因になります。 


化 
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使える鍋の種類 (つづさ) 


お手持ちの鍋を確認ずる 


参も IH ヒーターで説明していまず。（左•ちどちらの IH ヒーターでも確認できまず) 
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11^ 確認ずる鍋に水（約200 mL ) 
を入れ、 IH ヒーターの 中央に 
置< 

〇 電源切/入 C __ ) を「ピッ」と 

鳴るまで押し、電源を入れる 

(ランプが点灯しまず) 

か 屋乂 I を押し、 

ランプを点なさせる 


@ 国 到甲し、通電ずる 

•圆を押した後、約 3 0秒]如に 国を 押さ 
ないとブザーが鳴り自動的に解除されます。 


•圆を 押してから 國を 押しても通電でき 
ます。 



火力表示を見る 


使える鍋、使えない鍋の表示 


〇 使える鍋は火カバーが点灯し、 
加熱が始まりまず。 



火カバー 


X 使えない鍋は表示部がホに変 
わり、火カノ《一が交互に点灯し 
「鍋確亂を表示しまず。 




約30秒後にブザーが鳴り、表示が消え、 
自動的に通電を停止しまず。 


確認が終ね 







続けて使わないときは 




電源切/入 I _ I を巧し、電源を切るく 

(ランプが消なします） 


♦トツププレートの温度が約80で从下になるまで 
IH ヒーター表示部と IH ヒーター高温ミ主意表示部 
に「局温ミ主意」表巧をします0 
♦電源を切つても温度が下がるまで表示しまず。 


















































































鍋底が平らで直径が 1 2〜 26 cm 
の鍋、やかん、フライパンなど 


調理；><ニュ ー) 


丸焼さ 
切身-干物 
つけ焼き 



C 揚げ物 
揚げ物 


@ © 


揚げ物は必ず付属の天ぷら鍋を 

在う 


广 


グリル 

材料の厚さは 4 cmi ^ 乂下 （今 P .371 

V_ J 



材 

料 

を 

鍋 

な 




入 

れ 

\ 



いため物 
卵調理 


@ © 


適温調理には し 12、13い: 
記載のフライパンを使う 




1H 

ヒ 

I 

夕 

I 

の 

中 

央 

に 

置 

< 


肺クッキングヒーターでの調埋の手順 


調埋にあった準備をずる 


調理の種類 I 使えるヒータ ー I 使える鍋など 


P .12、13 


る 

る める 

でるず V ため 
ゆ煮蒸焼い温 



材料を焼網に置< 


グリルで調理ずる 


山ヒ—夕 I で調理ずる 
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左 IH ヒーター操作部ち IH ヒーター操作部 

電源 



IH ヒーター 


グリル操作部 

レ P .22 〜31 j 


IH ヒーターの使いかたのポイン K -» P .20、21 1 

〇 電源を入れる 

口 

電源切/入 


@ 火力または X ニユーを選ぶ 

と^弱火中火強火卵 I 理ぃため物 I [^げ物 I 

感 © 

通電を スタート する 

国 


グリル 


P .34 〜41 J 


グリルの使いかたのポイント r -» P -32、33 l 
® 電源を入れる 

口 

電源切/入 


@ 調理 ニューまたは手動を選ぶ 


丸焼さ 


切身•干物 


つけ焼さ 


手動 


通電を スタート ずる 

国 


■調理の仕上がり 
具合に合わせ、 
火力を調節ずる 


I 


仕上がり/火力 


下げる上げる 下げる上げる 


©© I グリル 


I タイマーを使う 

廚 


C^P.423 


• B 寺 I 間, 


下げる 上げる 


C -^ P .39) 


グリル 



■調理が終わった 
ら、通電を切る 

圓 

©© 


グリル 


H 周理が終了ずると/ □ 
ディーが鳴り、自動的 
に通電を停止しまず。 

I •調理ニューで調理 I 
後、焼きが足りない 
ときは「追加焼き」を 
してくださし、。 

f -> P .35 j | 


■続けて使わな 
し、ときは電源 
を切る 



■お手入れずる 

〔- » P .46 〜 50) 

•トッププレート 
参プレートワク 
•光センサー 
•吸•排気カバー 
•天ぷら鍋 
参前面操作パネル 
•グリルドア 
•焼網 
•受皿 

参グ IJ ル庫内 


® ク^す若謹の手順 
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消費電力とま全機能について 


複数の IH ヒーターやグリルを同時に使う場合は、合計の 
消費電力が超えないように、自動的に义力を制限しまず 


•総消費電力が 5.8 kW または 4.8 kW (設置時に設定）於内で同時に使えまずが、総消費電力を超えな 
いように自動的に火力を制限しまず。 

•火力が上げられなし、（「ピピピ、ソ」と鳴る）。 ^ 他の IH ヒ-夕-の火力を下げてから再操作してくださし、。 

• キーを 押しても スター トできない。 ^ 

( 総消費電力の切り替えについては、お買い上げの販売店にご相談ください ） 

•左 IH ヒーター、グリルの同時使用時は、左 IH ヒーターの最大火力は「9」まででず。 


消費電力の目ま 


IH ヒ ーター 


火力 



3 

し！ 

S 

ら 

广 1 

8 

s 

10 

M 

l ^ 

消費電力 

100 W 相当 200 W 相当 300 W 400 W 500 W 800 W l.lkW 

1.4 kW 1.6 kW 2.0 kW 2.6 kW S.OkW 


適温調理 


(左 IH ヒーターのみ) 


最大 2.0 kW — iW 邏 W 最大 1.5 kW 

(ち IH ヒーター のみ） 




グリル 
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(左）：左 IH ヒーター （ち）：ち IH ヒーター 


グリル 


鍋無し自動停止 

感@ 

通電中に IH ヒーターから鍋をおろしたり、 
鍋の位置が大きくずれた。 

約30秒後にブザーが鳴り自動的に通電 
を停止しまず。（約30秒仪内に戻せば 
通電は継続されます） 〔- ► P.S り 

金属小物検知 
自動停止 

感@ 

IH ヒーターの上に、ナイつやつオーク 
などの金属製ル物がある。または直径 
(12 cm 未満）のルさな鍋がある。 

約30秒後にブザーが鳴り自動的に通電 
を停止しまず。（金属製小物を取り除く 
力\または鍋を交換してください） 

(- ► P.SI 1 

揚げ物鍋反り検知 
自動停止 

© 

天ぷら鍋の鍋底の反りや変形が大きい。 

ブザーが鳴り自動的に通電を停止しまず。 
(鍋を交換してください） 〔今 P .54] 

切り忘れ防止 
自動停止 

@©1グリル） 

IH ヒーター通電後、最終キー操作から 
約45分経過した。 

(グ IJ ル「手動」は約30分） 

ブザーが鳴り自動的に通雲を停止しまず。 

(- ► P.SI 1 

過熱防止自動停止 
(§)© 

鍋底温度が異常に上昇した。 

吸•排気口がふさがれたりして、本体 
内部の温度が異常し上昇した。 

火力制御しても鍋底温度が異常に上昇した 
場合は、ブザーが鳴り自動的に通電を停止 
します。（鍋底の厚み、異物付着、または 
吸 • 排気口を確認してください）火力が弱 
し、場合や鍋の種類によっては、この機能が 
働かないことがあります。 （今 P .54) 

グリル過熱防止 
自動停止 

グリル 

グ IJ ル庫内の温度が異常に上昇した。 

ブザーが鳴り自動的に通電を停止しまず。 
(グ U ル庫内を;令却してください） 

(- ► P .541 

高温ミ主意表 7 F 

©©ドリル） 

トッププレートやグ1刀レ庫内が高温 
(約80で仪上）になっている。 

「高温ミ主意」表示が消えるまで触らない 
ようにしてください。電源を切っても 
温度が下がるまで表示します。 

オートパワーオフ 

電源「入」の状態で、約10分（または約 
30分）放置された。 

自動的に電源が切れまず。 

( 「高温を意」表示を行っているときは 
働きません） 

( オートパワーオフの時間の切り替えについては、お買い上げの販売店にご相談ください ) 

1 1 


自動停止•表示の内容 


能名 検知巧 


きまず 


こんなときは安全機能力 



消費電力と安全機能について 


レ 

リ 
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IH ヒーターの使いかたのポイント 


鍋底の厚さや巧れにミ主意してください 


♦鍋底の厚さが薄い鍋は強火でのご使用は控えてください。 （鍋底変形の防止) 



♦鍋底の水分やちれ、付着物はふき取ってからご使用ください。（鍋の移動や蒸気の噴出、トッププレートのミちれ防止) 



鍋は、 IH ヒータ ー( 丸ま示)の中央に置き、鍋底が 
光センサーの上にあることを確認しまず 


♦鍋が、光センサーの上に置かれていない場合や、光センサーの上に置かれていても IH ヒーターの中央から大きく 
ずれている場合は、鍋の確認がでさず、安全のため通電を停止したり、火力が入らないことがありまず。 



IH ヒーター（丸表示) 


20 



同じ鍋でち、左ちの IH ヒーターによって加熱具合が 
異なる場合がありまず 


♦ IH ヒーターの特性や冷却具合が左ちで全く同じにはならないため、同じ鍋で同じ火力を設定しても加熱具合が異な 
る場合がありまず。 



同じ鍋でも、加熱具合が 
異なる場合がありまず 


r 




音について 


M ま用中に鍋から「ジー」、「カチカチ」、「キーン」などの 
音が出る場合があります。これは磁力(磁力線）による 
鍋の振動で、異常ではありません。そのままご使用くだ 
さし、。 



♦使用中や使用後しばらくは、本体内部の温度上昇を抑 
えるために冷却フアンを回しまず（最大約10分）。そ 
のため冷却フアンの音と本体から少し風が出ます。異 
常ではありません。 


銅の加熱が早いので、そばを離れず、こまめに义力調整しまず 


W ヒ—夕 I の使ぃかたのポィント 
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^ ゆでる、煮る、蒸ず、焼く、いためる、おめる 


お巧みの义力で調理しまず 


左•右 IH ヒーターが 
使えまず 


回 


•ち IH ヒーターで説明していまず。 




Q 



•いため物•焼き物など、少量の油を入れて予熱ずるときや、予熱の後で油を入れて調理ずる 
ときは、そばを離れたり、加熱し過ざない 


使用ずる油の量が少ないため油温が急激に上がり、発火するおそれがあります。 

加熱し過ざないよう火力をこまめに調節してください。 

•加熱中や加熱後および再加熱の腳ま、鍋に顔を近づけたり、のぞき込まない 

水などの液体やカレー•みそ汁•吸い物•牛乳などの煮物•汁物力ぐ突然沸とう狭沸）して 
飛び散ったり、鍋が跳び上がることがあり、やけどやトツププレートが割れるおそれ 



があるため、加熱中や加熱後および再加熱の際は鍋に顔を近づけたり、のぞき込まな 
いようにしてくださし、。 


•調理するときは食材の加熱状態を均一にずるため火力を弱めにし、 
よくかき混ぜる 




〇 •調理中はそばを離れず、調理の仕上がりに合わせ、火力を調節ずる 

•鍋底の薄いもの、鍋底が反っているフライパンや鍋などは「中火」从上で予熱ずると赤熱ず 
る場合があるのでミ主意ずる 

•火力が強い場合、鍋ややかんの形がなどによってはふきこぼれたり、蒸気が勢いよく出るお 
それがあるので、沸とうしたら火力を下げる 

•煮込みなどで長時間ご使用時は、途中でかき混ぜるなどし、ふきこぼれや焦げつかせないよ 
うにずる 

特にタイマーを使用ずるときは焦げつきに注意ずる 
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材料を入れた鍋を IH ヒーターの 
胃 中みに置き、臟が光センサ-の 


上にあることを確認ずる 


< 


〇 


電源切/入 


を「ピツ」と 


鳴るまで押し、電源を入れる 

(ランプが点なします） 


とろ乂 

弱火 

中火 

強火 


お好みの火力を}甲し、 
ランプを点なさせる 


火力調節の目安 ► P -30 


@ 圆を がし、通電ずる 


とろ ！ k 


中"父 


を押した後、約30秒な 内に^ 
を押さないとブザーが鳴り自動的に解除されまず。 

♦通電をスタートすると設定された火力を表 
巧しまず。 

•圆を 押してから 
も通電できます。 


とろ'火 

弱火 

中—火 

強火 


をす甲して 


調理する 


タイマーを使うときは ► P -42 
(ち IH ヒーター のみ） 


< 


•光センサーの上に鍋がない状 
態を継続しても、鍋振りなど 
を考慮して火力を抑えて通電 
しますが、さらに鍋がない状 
態が続くと、安全のため通電 
を停止ずる事があります。鍋 
の温度の上がり過ぎには十分 
ミ主意してください。 け P .201 


光センサー 



火力を設定ずると 

•設定した火力を液晶の色で表示します。 


1 


1 1とろ火 

11 


1 1中火 

11 


弱火 


強火 


通電をスタートすると 

♦バーの数と数値で火力を表示し、 


] とろ火 P 


3弱火 


回 ""111 


つ I 中火 * 力 ，巧強火 


♦液晶表示は操作終了から約] 0秒後に減光しま 
す。再度操作すると元の明るさに戻ります。 

通電スタート後、調理に合わせて 
火力を調節 

•火力は、「1」〜「12」まで、調節できまず。 
•調理中に火力を調節するには 

火力 /温度/時間 

を巧す。 


とろ火 


弱火 


中■火 


強火 I または 


I 


下げる上げる 

>最終キー操作から約45分経過ずると、通電を 
停止しまず。 


調理が終わったら 




続けて使わないときは 






電源切/入 I _ I を巧し、電源を切るく 

(ランプが消なします） 


>トツププレートの温度が約80で从下になるまで 
IH ヒーター表示部と IH ヒーター高温ミ主意表示部 
に「局温ミ主意」表巧をします。 

>電源を切つても温度が下がるまで表示しまず。 


a 




《お好みの火力で調理をする > ゆでる、煮る、蒸す、焼<、いためる、おめる 
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げる 


樹ず物 


右 IH ヒーターが 


設定温度をお知らせし、調理中油温をコント□-ルしまず 使えまず 


9 


Mi げ物調理をずるときは、必ず付属の天ぷら鍋をお使いください。 OP .1 3 ) 天ぷら鍋のお手入れは 【4 P .46 J 




♦义災•やけどの原因になりまず。 


揚げ物調埋は 〔♦揚げ物調理の際、油は炎がなくても発火のおそれがありまず） 


Q 


•鳳ず物調理中はテばを離れない 
•付属の天ぷら鍋!^乂外は絶巧に使わない 

市販のフライパン•鍋は使わないでください。付属の天ぷら鍋外を使用ず 
ると温度調節機能が正しく働かないことがあり、火災の原因になりまず。 

•鍋底が変形したものは使わない 
♦油は 200 邑 (220 mL ) 未満では調理しない 油量 200 良 

油は 20 0 g (220 mL ) 〜 800 居 (880 mL ) の範囲で調理してください。鍋が違ったり油量が少ないと、油 
が過熱され発火ずるおそれがありまず。また油量が多過ざると、あふれてやけどや火災の原因になりまず。 

♦鍋底やトッププレートにミちれがこびりついたまま使わない 


油量 80 Og 油量 50 Og 



〇 •油煙が多く出たら電源を切る 
•鍋は IH ヒーターの中央に置く 
•必ず「揚げ物」を使用ずる 一 P .24、25 j 

手動によるお好みの火力では揚げ物調理をしないでください。油の温度を適正にコント□—ルでき 
ないため、油が過熱され凳乂するおそれがあり、火災の原因になリます。 


tfSiKlkA ♦次のような場合、獄ず物鍋反り検知自動停止が作動し、通電を停止ずることがありまず。 

— •鍋底が反っていたり、変形した鍋を使用した場合(鍋を交換する （4 P .4 )) 

(鍋底の反りは1 mm が下のものをご使用ください） 

• 鍋底やトツププレートに異物やミちれが付着している場合（お手入れをずる ► P .46、 47 )) 

• 予熱中に油ををざ足した場合 （ 「揚げ物」の設定をし直ず (- ► P .24、25 J ) 

—油の種類によって、油煙が出る温度が異なりまず。（油の説明書を確認してください）— 

付属の天ぷら鍋は細対に空ださしないでください。 

L 再使用油は油煙が出やずくなりまず。 」 

♦揚げ物調理中に左 IH ヒーターで湯を沸かずなどをずる場合、湯が跳ねて油の中に入らないよ 
うに火力の調節にミ主意してくだごい。 

♦廃油凝固剤を使用する場合は、廃油凝固剤の取扱説明書をご覧ください。 

♦天ぷら鍋の鍋底に垂れた油が固まり、トツププレートが茶色くなることがあります。 

ミちれている場合は、お手入れをしてください。 P .46、 47 ) 


20 Og 〜 800 呂の油を入れた付属 
胃 の天ぷら鍋を IH ヒ-夕-の中央に 
置さ、鍋底が光センサーの上にある 
ことを確認ずる 


〇 

〇 


>光センサーの上に付属 
の天ぷら鍋がない場合 
は、安全のため通電を 
停止ずることがありま 

す。 L -> P ,20) 


光センサー 



電源 切/入 


を「ピツ」と 


鳴るまで押し、電源を入れる 

(ランプが点なしまず） 

@を押し、ランプを点なさせる 
を押し、油温を設定する 


火力/温度/時間 


iTi 


設定油温 


••し!日 


仆! S [! 


柳 


仆 


仆 


IBC 




1 * IlI 




側 


か 


I8G 


設定油温の目安 ► P -30 


を押し、通電ずる 


♦調理中も設定油温を変更できまず。 


幅、 


义力/温度/時間 


I 


を押した後、約30秒] 加に^ を 


押さないとブザーが鳴り自動的に解除されます。 
•圆を 押してから@を押しても通電できまず。 


適温になったら調理ずる 



設定温度 


中 







< 


疆 I 




設定温度 


1801 


に OOg の油で調理する場合は調理物をこま 
ゆに裏返してください。 


調理が終わ 


@ 国を がし、觸を切る 


も□ディ-) 


♦予熱が完了すると x □ディーが鳴って、「適温」 
が点灯します。 

♦800 g の油で約] 0分かかりまず。 

♦最終キー操作から約45分経過ずると、通電を 
停止します。 




続けて使わないときは 




>トツププレートの温度が約80で从下になるまで 
IH ヒーター表示部と IH ヒーター高温ミ主意表示部 
に「局温ミ主意」表巧をします。 

>電源を切つても温度が下がるまで表示しまず。 


電源 切/入 I _ I を巧し、電源を切るく 

(ランプが消なします） 


a 




ミニユ—盡んで謹零る> 揚げる(揚げ物) 
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揚げ物レシピ 


•詳しくは、 DVD 「調理のこつ」をご覧くださし、。 



材料 （4 人分） 

揚げ油 . 

豚 □— ス肉（約10 Og 位のもの) 


800 含(約 880mL) 

. 4枚 

. 少々 


ししよつ . 少々 

小麦粉（薄力粉） . 少々 

卵（溶きほぐず） . "固 

パン粉 . 適量 


作りかた 

1 豚肉は筋切りして、短•こしようをずる。 

2 豚肉に小麦粉をまぶして、余分な粉をはたいて、溶き 
卵•パン粉の順につける。 

3 天ぷら鍋に油を入れ、 「揚げ物」「170」 に設定し、表 
示部に 「適温」 を表示したら、 2 をそっと入れて色よ 
く揚げる。 

X —度に揚げる枚数は2枚までにしてください。 


標準計量カップ•スプーンでの食品の質量表（単位 g ) 


計量 

小さじ 

大さじ 

カップ 

計量 

小さじ 

大さじ 

カップ 

食品名 

(5mL) 

(15mL) 

(200mL) 

食品名 

(5nnL) 

(15mL) 

(200mL) 

水•酒•牛乳 

5g 

15呂 

200良 

トマトケチヤップ 

5g 

15g 

230呂 

しようゆ•みりん•みそ 

6g 

18g 

230g 

油•バター 

4呂 

12呂 

180g 

食塩 

6g 

18呂 

240呂 

片栗粉•砂糖（上白糖） 

3宫 

9g 

130g 

小麦粉（薄力粉•強力粉） 

3 呂 

9g 

り〇呂 

だし汁 

5g 

15g 

20 Og 


このレシピで使用している計量カップ•スプーンでの食品の質量は表のとおりでず。 （1mL=l CC) 
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天ぷら 



☆設定油温は目安です。調理の状況に合わせて設定油温を調節してください。 
☆衣はダマが残るくらいにさつくりと切るように混ぜ、钻りを出さないようにしま 
ず。また小麦粉傭力粉）の代わりに、市販の天ぷら粉を使うと手軽にできまず。 


材料 （4 人分） 

揚げ油 -800 呂(約 880 mL) 

えび . 4尾 

なす . 2個 

しそ . 4枚 

生しいたけ . 4枚 

H つ葉 . 適里 

小麦粉 傭 力 粉) . 適量 

卵 . 1個 

作りかた 

1 材料は揚げやずいよう 
に準備しておく。 

2 卵+ ;令水はル麦粉と同 
量にし、さつくりと混 
ぜる。 

3 天ぷら鍋に油を入れ、 
「揚げ物」「180」 に設 
定し、表示部に 「適温」 
を表示したら、 2 をつ 
けて、野菜•えびを揚 
げる。 


鶏の唐揚げ 



☆2 〜3回に分けて揚げるとカラ、ソと仕上がりまず。 
☆全体がきつね色にかわり、浮いてきたら出来上がりでず。 


材料 （4 人分） 

揚げ油 -SOOg (約 880mL) 
鶏もも肉り枚約 250 g) 

. 2 枚 (500 呂） 

-しようカタ十…ノ」\さじ1 

A 短 . ルさじ％ 

_しようゆ、酒"各大さじ] 
片栗粉 . 大さじ3〜4 

作りかた 

1 鶏肉は、]枚を6等分 
にして A につけ込み、 

15〜30分お<。 

21 の汁気をきってから、 
片栗粉を全体にまぶず。 
3 天ぷら鍋に油を入れ、 
「揚げ物」「170」 に設 
定して、表示部に 「適 
温 J を表示したら、鶏 
もも肉を入れ、色づい 
てさたら裏返し、5〜 
6分かけて揚げる。 


揚げ物レシピ 
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@ 焼く •いためる 


c 適温調理） 


左 IH ヒーターが 


予熱完了をお知らせ、設定溫度(目ま)をキープしまず 使えまず 


因 


♦使用でさるフライパンには制限がありまず。 （今 P .1 3 ) 



適温調埋をずるときのごを意とお願い 


mmmm 


♦トツププレートの光センサーがミちれていると、鍋の温度が正しく検知できない場合がありまず。 
ミちれを取り除いてください。 [- » P .47] 

♦設定温度は目安です。調理物の種類や分量、鍋の種類•材質•形状などにより実際の温度と異 
なる場合があります。お好みの仕上がりにならない場合はを&により、設定温度を調節して 
ください。各ニューごとの設定温度範囲内でも不十分な場合や手動によるお好みの火力へ 


切り替える場合は [巡 I 盈垫 I 国のいずれかを約 1 秒押し、お好みの火力でご使用ください。 




r-»P-22s23l 

•フライパンを連続して使用ずる場合（高温状態から通電をはじめた場合）などは、設定温度と 
実際の温度の差が大きくなる場合がありまず。フライパンを十分冷ましてからご使用ください。 
♦「適温」点灯後、ずみやかに調理をはじめてください。空だきの状態でフライパンを動かした 
り、放置したりずると、鍋の温度が高温になることがあります。 

•予熱途中でフライパンをとりかえたり、動かしたりしないでください。 

•油煙が多く出たら電源を切ってください。 

♦フライパンは IH ヒーターの中央に置き、調理中はそばを離れないでください。 

• 「適温」が点灯ずるまでフライパンに材料や水を入れないでください。 

•適温調理に適したフライパンを使用しないと、適温にならず通電を停止ずる場合がありまず。 
その場合は、 IH ヒーターで使えるフライパンかどうかご確認のうえ、お好みの火力でご使用 

くだごい。 [4 Pi 12〜15、22、23 "l 
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♦鍋の温度を正しくはかるためフライパン 
を IH ヒーターの中央に置き、鍋底が 
光センサーの上にあることを確認ずる 
•フライパンに適量の油を入れる 


〇 


電源切/入 


を「ピツ」と 


鳴るまで巧し、電源を入れる 

(ランプが点なします） 


卵調理 


または ぃ識 を押し、 


ランプを点なさせる 
^を}甲し、温度を設定ずるく 


設定温度の目安 ► P-SI 


0 国 


を押し、通電ずる 


>1卵細 E ため 物]、 


火力/温度 


I 


を押した後、約 3 0秒綱こ H 


を押さないとブザーが鳴り自動的に解除されます。 

•圆を 押してから国目を押しても通電できまず。 

♦鍋の温度を正し<はかるためフライパンを 
中央から動かさないで<ださい 


適温になったら調理ずる 


•連続して調理する場合は、手早く調理物を 
器に盛り、つライパンを戻してください。 


义力を調節したい場合は 




とろ火 


弱火 


中火 


強火]のいずれかを約1秒巧し、 • 


手動によるもなみの火力に切り齡る西亟颈 


調理が終わったら 


@ 国を 押し、觸を切る 


続けて使わないときは 


e 


電源切/入 


を巧し、電源を切る< 

(ランプが消なします） 


♦光センサーの上にフライパン 
がない状態を継続ずると、安 
全のたゆ通電を停止ずること 


光センサ- 


があります。 [今 P .20 


7ライパン 



設定温度 


卵調理 


m ISSN 




いため物 


巧巧か楓か[7^ィ< が リ 


國也 ‘Tl 




Su I か四 u 


かかかィが御 

■は 各 ニューを選んだとさの温度でず。 
お好みの温度に設定してください。 

♦設定温度は目安でず。調理物の種類や数量、鍋 
の種類 • 材質 • 形状などにより実際の温度と異な 
る場合があります。 

♦調理中も設定温度を変更でさまず。 

•メニューを変更する場合は一度通電を切った後 
に再度設定し直してください。 


广 


羣。編勞迪翅） 

馨I圓店 で錫^513 ^、の （5^5 再^ 

♦予熱が完了するとメ □ディーが鳴って、「適温」 
が点灯します。 

•約50秒で「適温」が点なしまず。鍋の種類•材質 
や形状などや鍋底の初期温度によっては約！〜 
3分かかる場合がありまず。 r -» P .13 l 
♦最終キー操作から約45分経過ずると、通電を停止します。 


♦「適温」が点なしないと、切り替えられません。 
•手動によるお好みの火力に切り替えた後は、設 
定温度をキープしませんので、加熱し過ぎない 
よう、火力をこまめに調節してください。 

♦再び適温調理に切り替えたい場合は一度通電を 
切つた後し再度鼓定し直してくたさい。 


>トツププレートの温度が約80で从下になるまで 
IH ヒーター表示部と IH ヒーター高温ミ主意表示部 
に「高温ミ主意」表示をしまず。 

>電源を切っても温度が下がるまで表示します。 


■ 




<乂ニュ—を選んで調理をずる〉焼<•いためる 
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I 化-夕-の义力調節•設をぶ温、設ま温度の目ま 


ゆでる、煮る、蒸ず、焼く、いためる、温める 乂力調節の目安 


使いかた ► P 22、23 


調理ずる火力調節の目安の範囲を ィ 


►で表わしていまず。 


口 

m 

■II 

ド歴 

300W 

400W 

■ 

■ 

■ 


，， •••: J 


l.lkW 1.4kwj:UkW|2.0kw|2.6kW|3i0kW 


かん類•根菜•葉案を 


火力 


消費電力 


調 

理 

例 


ゆでる 


煮る 


蒸ず 



カレーなどのとろみのある;ちの 



の 


の 





茶わん蒸し•シュウマイルシピ停 DV の 


焼< 



卵焼を•オムレツ•ハンバーグ•ざようざ 


肉類 


いためる 


保湿ずるとき 


玉ね串. 


玉ねざ，ホワイトソース，焼きそば • 炒飯‘ 


野菜いため 


温める 


無 


护〕レ-卜を溶かすとき )( 温め直ずとき1 




カレ-のルー^みそ汁 


•火力「12」は火力が強いため、特に少量の材料を調理ずるときは、鍋やフライパンを傷めるおそれがありまずので、 
火力を下げることをおずずめしまず。 

•火力「12」の連続使用時間は最大約10分でず。10分を超えると自動的に火力「11」に下がりまず。 

♦火力「11」「12」の連続使用時間は合計で最大約15分でず。15分を超えると自動的に火力「10」に下がりまず。 



調理ずる設定油温の目安の範囲をで表わしていまず。 
付属の天ぷら鍋に油80 Og (880 mL ) を入れた場合 


設定油温 

— •••の 

1 ISO 1 

1 ぶ日 no 1 !蹤 占 

1 のに口 

調 

理 

例 


, 一 j _ LlU > し—ーニ、、 ■ 」 1二，* 1 ^一 ■- \ 

，巧 駅 

襄の油通し 


天,お.手作り] Cl ' j / ヶ . I ビフラく 




冷幸食品(コ□、ソ^ 

こ‘’,， 三 V > . ，ぶ 

7 チカツ苗:ど） 




る) フライ. II の唐揚げ•ド 

1 

1 

-ナッ 1 


(^) (^5! 素揚げ.大学し、も.ポテトチ 

ソプ•魚の丸}4げ 


野菜（じし i とう辛子、しその葉など)天 

1 

1 

1 

• 

ぶら•とうふ獄ず 


•設定油温は調理時の温度目安です。油量や材料により異なりまず。また材料が入っていない場合は、やや高めの温度に 
つ0なります。 


焼く •いためる 設定温度の目安 


調理ずる設定温度の目安の範囲を ^1^ で表わしていまず。 
■ a 細 W 肉調理（ビ-フステ—キ、しようが焼さなど）も 



いため物 


をお使いください。 


1^0； 1 

IS 口 

ぶ目 1 1 

no 1 1 

旧口 

巧口 

^00 

S {口 

が口 

パロ 


い 

た 

め 

物 


ークンァー • レ 


巧ミ • ガリックトースト 


豚井 




^ T llj … 11 11 1 


ビーフステーキ 
しようが焼き 
かつおのたたさ 


戀 

如4 卜與； 



野菜いため 
お好み焼さ•焼き;もち 
八宝菜•チャー A ; ン 


ゴー;ヤチヤンプル•鶏つくね•焼きそば•チキシソテー 
白身魚のソテ个•空瓜菜とにんにく:のいため物 
チン:ジヤオ□ろスー•ホイコウ□ウ!•えびチリ i 
マー!ボー豆腐•マーボーなず•焼さと'—フン 
大豆のキーマカレー•ピザ ： 

彩り獨野菜バ T ニヤカウダソ-ス： 


レシピ （今 適温調理クツキングガイド） 〇 DVD ] 



オムレ'ソ 


卵 

調 

理 



卵焼き • 目玉焼をクレープ•シユゼシ 
1111 

ス^ 

^ 巧厘 



チーズグーキ 


スクランブルエッグ‘鶏ささみのホイル焼さ•どら 
和風米粉ワ、フル•ノみケーキ 

か/1^たんぃちごジャム 


焼さ 


レシピ （今 適湿調理クッキングガイド Jl->DVDj 


B W ヒ—夕 I の火力調節•設定油温' 設定温度の目安 
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グリルの使いかたのポイント 


受皿と焼網は、必ずセットしてから使いまず 



ホルダー 


支え部 


受皿 

ホルダーにセットしてください。 
(グリルヒーターに直接載せない 
で < ださい） 


耐熱チューブに個） 

グリルドアの開閉を円滑にさせる 
ためのちのでず。 

取り外ごないでください。 


フ□ントグリル 
グリルドア 


グリル ヒーター 
上ヒーター、下ヒーター、 
触媒用加熱ヒーター 


焼網 

支え部を手前にして受皿にセット 
してくださし、。 



0 •受皿には水於外のもの（アルミホイル•クッキングシート.才ーブンシート.グリル用の石 
など）を入れて使用しない 

脂が過熱し、発煙 • 発火ずるおそれや調理がうまくできないことがありまず。 


[[調理の準備をずる際は 




•材料は焼網からはみ出したり、間からたれないように置く 


材料がグリルヒーターに触れていないことを確認してください。触れていると、焦げたり、においや煙が出たり、発火のおそれがあります 
•アルミホイルは、グリルヒーターに触れないように置く 
プ J ルヒーターに触れると発火のおそれがありまず 
•ガラス容器や陶器容器は、底にアルミホイルを密着させる’ 

焼網からすべり落ちたり、焼網の傷つきの原因になりまず 


•もちはグリルヒーターに触れるので焼かない 
焼く場合は、フライパンで様子を見ながら焼いてください 
レシピ (♦適温調理クッキングガイド） 

参骨付きももなど厚みのある肉類は、焦げやずく、焼きで足に 
なりやずし\ので焼かない 

肉類を調理ずる場合は、フライパンで「弱火」〜坤火」で様子を見ながら調理してください 
•閉じるとさは、グリルドアがフ□ントグリルに密着ずるまで押し込む 
グ IJ ルドア周辺から煙や水蒸気が漏れる場合がありまず 


フ□ントグリル 
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調理中は次の点にミ主意ずる 


汪息 


0 •吸 • 排気カノ ' C - の上に鍋等を置かない 

吸 • 排気カバーをふさぐとグリルドアから煙が漏れたり周囲や 
下側に露が付く場合がありまず 


〇 •連続してご使用になる場合は、毎回焼網と受皿の汚れをき 
れいにし、グリル庫内の温度を下げてから調理ずる 
庫内の温度が高いまま調理ずると、温度センサーが正しく働かず 
早めに調理が終了したり、調理時間が長くなったりしまず 




•調理の途中でグリルドアを開けない ’ 

上手に調理ができません。カウンタートツプを焦がしたり、本体 
の上部が異常に過熱され、やけどの原因になりまず 
•換気扇を使用ずる 
調理中、排気口から煙が出まず 

•調理中、グリルドアがくもったり、同りに露が付いたりずる 
ことがあるので、周りに付いた露はふきんでふき取る 



カウンタートツプ 


■5 綱 : If ♦通電してしばらくの間、前回の調理でグリルヒータ H こついた脂が加熱されにおいや煙が出ること力％りまず。 

♦調理中、材料や材料の脂などがグリルヒ-夕-や受皿こ落ちると、においや煙が多く出ることがありまず。 
•調理中はグリルヒーターがついたり消えたりしまずが、温度調節しているためで故障ではありません。 
♦調理直後にグリルドアを引さ出ずと、煙が前面から出まず。特に脂分の多い魚などを焼いた 
あとは、30秒程度待ってから引さ出してください。 

•グ IJ ルヒーターのクリーニングを途中で終了したときは、グリルヒーターについた脂が残る 
ため、次回調理をずるとき、最初ににおいや煙が出ることがありまず。 

♦手動は上ヒーターと下ヒーターの通電を細かく切り替えて両面を焼き上げるため、調理 X ニュー 
で調理ずるとさよりも仕上がりに時間がかかる場合があります。 

みりん干しなどの焦げやずい調理物を調理ずるため火力を抑えているたゆでず。 

•厚みのある魚は、調理ニュー「丸焼き」「切身•干物」「つけ焼き」で調理してください。 


調理後は 




•グリルドアの取っ手の下側が熱くなるのでミ主意ずる 
長時間グ IJ ルを使用ずると、取っ手が熱くなる場合がありまず 
•グリルドアは、取っ手の中央部を持ってゆっくりと開閉 
ずる 

調理物が焼網から落ちる場合がありまず 


















































































@ 丸焼き、切身•干物、つけ焼き 通墅呈3 


調理乂ニユーを選んで焼き上げまず 



グリル操作部 


丸焼さ 


切身•干物 


€333 
つけ焼き 


ji . 


仕上がり/火力 


下げる T 上げる 


下げる 


上げる 


クト: 


t ングチ餅ド聞! ff し 

(3 秒押し）き量 (3 秒巧し） 


ををををみみ 


■巧 EiaW 


•受皿に水を入れても調理でさまず。(水約200 mL ) 

•調理中は調理 X ニューおよび仕上がりの変更はできません。 

•調理物を入れたままにしておくとク IJ - ニングや余熱で編ず過ざることがありまず。 
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材料を焼網の上に置き、グリルドアを 
確実に閉める。前面操作パネルを開く 

電源切/入〔 




」を「ピッ」と 
鳴るまで巧し、電源を入れる 

(ランプが点なしまず） 

南固歯㈱ずれか到甲し、 

お好みの調理/ニューを点灯させる 


仕上がり/乂力 


を押し、 




材料に適した仕上がりに設定ずる 


仕上がり設定の目安 ► P -40 


@ 国 到甲し、通電ずる 

i •干物 F つけ焼？] 、 

:圓を 巧 


♦ 力を押した後、約3分 

内に®! を押さないとブザーが鳴り自動的 
に解除されまず。 

♦ 国 をザしてから [ 3^1切 請 物 I っ需 き] ^ 国 
を押しても通電できます。 

乂□ディーが鳴ったら終了でず 


調理物を取り出しまず 


焼きが足りないときは（追加焼き） 


[|| J を押し、ランプを点なさせる 




] を巧し、焼き時間を設定する 


♦焼さ時間は3〜29分まで設定できます。 


仕上がり設定 


[仕上がり] I 仕上がり！ [仕上がり I 

\ xti\ I !kti 1 i !k 力 


弱め 


標準 


♦時間表示に I ’ j と表示され、途中から調理の残 
時間を表示します。 


グリル操作部 

imm 

弱 中 強 

L _ 

mssm 時間 



♦調理が終了ずると約5分間、自動的にグ IJ ルヒー 
夕一のク IJ - ニング （〔し 表示）を行い、 [ J 1] の 
ランプが点滅します。（グ IJ ルヒーターを加熱し 
てグ IJ ルヒーターに付着した脂分を焼き切りま 
す）焼きが足りないときは、「追加焼き」で様子 
を見ながら、さらに焼いてください。 

林©〜© へ」 


兰 ，倘厥^ 

gj 


>グ| J ルヒーターのク U - ニングを途中で終了 
したい場合は、 Hi を押してくださし、。 


>グ| J ル庫内の温度が約 
80て从下になるまで「高 
温ミ主意」表示をします。 ( 点滅 




《と I ユ—を選んで調理をず受丸焼さ、切身•干物、つけ焼き(調理と I ユ I ) 










































































































調理乂ニューレシピ 

さんまの塩焼さ 


•詳しくは、 DVD 「調理のこつ」をご覧くださし、。 



材料 作りかた 

さんま （1 尾約 180 旨のもの） . ]〜5尾 1 さんまは、サツと洗って水気をふき取り、全体に福を 

塩 . 適量 ふり、そのまま約10分おき、水気をふき取る。 

2 焼さ網の上にのせ、調理メニューの 「か焼き」 で焼き上 
げる。 


☆水分が多い生魚（さんまやあじなど）は、調理する10〜20分前に塩をふっておくと、焼き色がイオきやずくなります。 
☆塩の量のめやすは、約 180 g のさんま5尾に巧し、小さじ1乂(約10呂）くらいです。（魚の重さの1〜2〇/〇) 
☆焼きが足りなかったときは、「追加焼き J で様子をみながら、さらに焼いてください。 

☆さんまの他、あじ、いわし、にじまず、あゆ、かます、ルさめの網も同様に焼けまず。 


標準計量カップ • スプーンでの食品の質量表（単位 g ) 


計量 

小さじ 

大ごじ 

カップ 


小さじ 

大さじ 

カップ 

食品名 

(5 mL ) 

(15 mL ) 

(200 mL ) 

食品名 

(5 mL ) 

(15 mL ) 

(200 mL ) 

水•酒•牛乳 

5 良 

15 g 

20 Og 

トマトケチヤップ 

5呂 

15 g 

230 g 

しようゆ•みりん•みテ 

6 呂 

18 呂 

230 g 

油.バター 

4 g 

12 g 

180 g 

食塩 

6 g 

18 g 

240 g 

片栗粉•砂糖(上白糖） 

3 g 

9 g 

130 呂 

小麦粉傭力粉•強力粉） 

3 g 

9 g 

1 l 0 g 

だし汁 

5 呂 

15 g 

200 呂 


このレシピで使巧している計量カップ•スプーンでの食品の質量は表のとおりでず。 り mL 二1 CC) 
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塩ざけ 



材料 

短ざけの切り身 
(1 切れ約 80 g のもの） 

. ]〜5切れ 

作りかた 

1 塩ざけを焼網の上にの 
せ、調理メニューの 

「切身•干物 J で焼き上 

げる。 


か焼きが足りなかったときは、「追加焼き」で様子をみながら、さらに焼いてください。 

☆さけの他、ぶり、さば、あじ、たちうお、網などの切り身に塩をしたものも同様に焼けます。 


ぶりのつけ焼き 



材料 

ぶり （1 切れ約10 Og のもの） 

. ]〜5切れ 

しようゆ"…大さじ4 
みりん . 大さじ4 


A 


作りかた 

1 ぶりは、合わせた A に 
30分ほどつけておく。 
2 汁気をきってから焼網 
の上にのせ、調理メ 
ニューの 「つけ焼き J 
で焼き上げる。 


か焼きが足りなかったときは、「追加焼き」で様子をみながら、さらに焼いてください C 
☆ぶりの他、さわら、ざんだら、さけ、さば、網、まぐろも同様に焼けます。 


[ 


厚みのある魚は 


厚さは 4 cm 政下にしてくださし、。 



こんな魚のとさは 


〔 加熱ずると反るものは 


いかなどは切り目 
を入れ、大さなも 
のは切り分けまず。 
あなごなどは竹 
串を通します。 



川魚は 


塩を多ゆにふると焼きあがりがきれ 
いになりまず。 


ぶ 


H 調理メ - I ュ—レシピ 
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手動で調理をしまず 



■ 巧 EiaW 


•受皿に水を入れても調理できます。冰約200 mL ) 

•調理終了後、調理物を入れたままにしておくと、クリーニングや余熱で焦げ過ぎることがあり 
まず。 
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〇 


材料を焼網の上に置き、グリルドアを 
確実に閉める。前面操作パネルを開く 


電源 切/入 


を「ピツ」と 


鳴るまで押し、電源を入れる 

(ランプが点なします） 


手動を}甲し、 
ランプを点灯させる 


@ を}甲し、材料に合わせてく f 

火力を設定ずる 


火力設定 


火力設定と時間 
設定の目安 

► P 41 


@ Vf ► を押し、 

時間を設定する 

♦設定できる最長時間 ► SO 分 

@ 国を 押し、通電ずる 



手動、 


仕上がり/义力 


時間 


を押した後、約3分な内 
に®! を押さないとブザーが鳴り自動的に解除 
されます。 

を巧してから手動を押しても通電できまず。 


調理中はそばを離れず、調理の仕上 
がりに合わせ、調理時間を調節して 
くださし、。 


仕上がり！ 


i 中強 


火力 




弱め 


【仕上がり] 


弱 中 強 


乂力 

標準 


仆 


[仕上がり] 


弱中 強 


火力 

強め 


時間の設定 

♦時間を設定しなし、場合は、 国を 押してくださし、。 
♦途中で中止ずるときは、もう一度 に^甲。 を巧 
して、時間をに設定してください。 
♦設定した時間を変更したい場合は ロリ を押 
して再度設定してください。 

を押してから、約30分経過すると通電を 
停止します。 （- ► p . ig ) 


調理が終わ 


@ 国を がし、觸を切る 


続けて使わないときは 


e 


電源 切/入 I _ I を巧し、電源を切るく 

(ランプが消なします） 


•調理が終了ずると約5分間、自動的にグ IJ ルヒー 
夕一のク IJ - ニング （[1^ 表示）を行いまず。 

♦グ IJ ルヒーターの ク U — ニン グを途中で終了 
したい場合は、を押してください。 


>グリル庫内の温度が約80で从下になるまで 
「高温ミち意」表示をしまず。 



<手動を選ん S 理をする> i 
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グリルの仕上がり設定、义力設定、時間設定の目ま 


丸焼き、切身•干物、つけ焼き 仕上がり設定の目ま 


材料に合わせて調理 x ニューと仕上がり設定を選んでください。 

[] は1尾側れ•枚•本）あたりの重さでず。 （） は調理時間の目安でず C 
目安を基準にして、大きさや数によって仕上がりを選んでください。 



つけ焼き I 切身•干物 # 丸焼き 


たュ- 

'^mz 

適した 

仕上がり 


ぶりのつけ焼き 
(しようゆ熟の 

[約 100 g ]5 切れ 
:(約15〜17分)！ 

レシピ 0^" DVD ) 




はたはた 

[約 25 g ] 5尾 
(約11〜15分) 


さわらの西京漬け 
(みテ漬け、かず熟ナ） 

[約80 g ] 5切れ 
;( 約18〜21分） 


焼きとり（たれ焼さ） 

:[約 50 g ]8 本： 

：( 約15〜17分)ミ 


めざし 
[約25〜30目] 5尾 
(約11〜15分) 


レシピ © V DVD ) 


ししやち 

[約 20 g ] 5尾(約11〜13分) 


塩さんま(塩蔵品）塩さんま(塩蔵品) 
[約 150 g ]5 尾 [約 150 g ] 卜5尾 

(約 14 r 17 分)； （1 尾:約12〜14分) 

巧尾:約15〜17分) 


さんまの一夜干し 

[約11 Og ] 2お(約14〜17分) 

さんまの塩焼き 
(はらわたなし） 

[約 150 g ]5 尾(約14〜17分) 

塩 ざけ レシピ 原西巧 ) 
[約 80 g ] 5切れ(約14〜17分) 

塩さばの切身 

^ [約 8( H 00 g ]5 切 

あじの開さ 

[約 100 g ]2 枚(約13〜16分) 


はたはた(生) 
[約30 g ] 5尾 
(約13〜16分) 


n (約14〜17分) 


さんまの塩焼さ 

[約180帥〜5尾 
(1 尾:約じ〜16分） 
(5 尾:約18〜19分） 
レシピ OTVB ) 


あじの塩焼さ 
[約 130 g 〜 180 g ]1 〜5尾 
(1 尾:約14〜16分） 

(5 尾:約18〜19分） 


<^^ C 3 

し、 ささ 

齡 230 g ] 

(約16〜19分) 


調の塩焼き 
[約 200 gW 上] 
1尾 

(約14〜23分) 


か焼き、つけ焼き、切身•干物のこつ 


♦魚を調理する場合は、尾などの薄い部分 
が焦げやすいので、焼網の手前側に尾を 
向けてください。 

•魚を！〜4尾焼く場合は、グリルヒーター 
の形状に よ り置く位置で焼さ色が付きに 
くい場合がありますので魚を斜めに置い モ^が I 」 
てください。 

•焼網にサラダ油などを塗っておくと調理物が焼網に付 
着しにくく、取り出しやずくなりまず。 

♦焦げ目のつさ具合は魚の種類や大きさ、同じ大ささでも 
脂ののり具合、魚の温度、福のふり加減によって異なり 
まず。（短のふる量が多いと焦げ目が強くなりまず）お好 
みにより仕上がりを調節して調理してください。 

•水分が多い生魚（さんまやあじなど）は、調理する 
約]0〜20分前に塩をふっておくと、焼き色が付き 
やず <なりまず。 

参厚みのある魚は、そのまま焼くと中まで火が通りにくく、 
焼さす足になりまずので皮に切れ目を入れてください。 


♦冷凍してある魚は、よく解凍してから焼いてください。 

魚の内部が;令たいため、中まで火が通りにくく焼さで足に 
なったり、温度センサーが正しく働カザ焼さ過ざたりします。 

♦焼網よりも大きな魚を調理ずる場合は、半分に切ってください。 

♦複数の食品を焼くときは種類、大きさ、厚さをそろえ 
てください。ルさいものや火の通りやずいものは、焼 
き過ざになりまず。 

•塩さんま（生）は、：保存（冷蔵）期間が2曰 W 上の場合、 
「切身•干物」で焼いてください。攸が乾燥しているので 
「魚丸焼き」で焼くと皮が裂けたり焦げやすくなりまず） 

♦はらわたを取ったさんま（生）は、「切身•干物」で焼いてください。 

•つけ焼きのたれは、よく落としてください。たれやみ 
そが多くついていると焦げやずくなりまず。お好みに 
より仕上がりを調節して調理してください。 

•魚の大きさや脂ののり具合などの条件により、におい 
や煙が多く出ることがありまず。においや煙が多い場 
合は、室温に戻さず、冷蔵庫から出したら直ぐに焼い 
てください。（魚の温廚ま、約5〜10でが目安でず） 







小あじのみりん干し 

[約 4 g ]10 枚(約5〜10分） 


調 

理 

例 



スル X 

[約 70 g ]1 枚(約3〜5分） 



レシピ r DVD ) 

さんまのみりん干し 

[約80〜 160 g ] 中2枚(約6〜10分) 



うるめいわし丸干し 

[約10〜 15 g ] 5〜10尾(約5〜10分) 



レシピ f ; DVD ) 

いかのみテ漬け焼き 

[約 250 g ] 2はい(約14〜16分） 


手動义力設定、時間設定の目安 


使いかた ► P 38、39 


材料に合わせて火力設定を選び、時間を設定してくださし、。 

[] は1尾（枚•ぱい）あたりの重さでず。 （） は調理時間の目安でず。 
目安を基準にして、大ささや数によって時間を設定してください。 




魚焼を（手動）のこつ 


♦ルさくて焼網に置けない場合は、アルミホイルを敷いてから置いてください。 
•食品やアルミホイルなどが焼網からはみ出さないように置いてください。 
♦焼き色が濃過ぎたり、薄過ざるときは火力を調節してください。 

•連続して焼く場合は焼き時間を短くしてください。 


き 

PT - 

1^1 

0 

中 


弱 


にた力 

料つ 

材合乂 


グリルの仕上がり設定、劣護、霞震の目安 
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いろいろな機能を使う 


タイマー 


♦電源を入れ、火力を選び、を巧したあとの通電中（調理中）に設定する。 


右 IH ヒーターのみ 
使えまず 





〇 

タイマ- 

を押し、「設定 J を点灯させる 


r ち打^ 

1胃， 础し關 1 


火力/温度/時間 

を押し、時間を設定ずる 


E 胃 "" III 錦なぶ31 


♦設定できる最長時間 
火力「1」〜「5」 ► g 時間55分 

火力「6」〜「12」 M 時間 



1分〜1時間までは1分単位、1〜5時間ま 
では10分単位、5〜9時間までは30分単 
位で設定できまず。 


約3砂間経過ずると X □ディー 
が鳴り、「設定」が消なし、「残り」 
が点なしまず 

タイマーがスタートしまず 

残りな孤 JJ 


乂□ディーが鳴ったら S 


タイマー終了です 
自動的に通電を停止しまず 

♦途中でタイマーを変更したい場合は 、 g 
を押して再設定してください。 

•途中でタイマーを中止するときは、財を押 
してください。 
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•安全のために、全ての IH ヒーターとグ IJ ルの操作がでさないよう□ックでさまず。 
♦全ての IH ヒーターとグ IJ ルが切れている状態で受け付けまず。 

•電源を切っても記憶していまず。 



■ 

r - I 耐 


操作を□ックずる 


〇 


電源 切/入 


を「ピツ」と 


丸焼さ 


鳴るまで}甲し、電源を入れる 

(ランプが点なします） 

チ鱗ドを3秒間押し、 

ランプを点なさせる 

圓 


切身•干物 


つけ焼さ 


11 


仕上がり/义力 時間 

◄ I ► ◄ I ► 

下げる 上げる下げる 上げる 


手動 


クリ-こング鄉聞 If し 

(3 秒巧し）請 (3 秒巧し） 


© 


電源切/入 


〕を}甲し、電源を切る 

(ランプが消なしまず） 


グリル操作部 


丸焼さ 


切身•干物 




護 力き □ 


---- 

仕上がり/火力1 

◄ 1 ► 1 

時間 

イ1 ► 

手動 

下げる 上げる 

下げる 上げる 




クを解除ずる 


〇 


電源 切/入 


を「ピツ J と 


鳴るまで押し、電源を入れる 

(ランプが点なしまず） 

チ鱗ドを3秒間押し、 

ランプを消なさせる 

国 (m) 


<^ S=i 

.丸焼さ. 

t 濃 物] 

[っ濡 き j 

(|| 

1 

1 

1 時間 、 

1 ◄ 1 ► 

手動 


クリ-こング嘴が rJf し 

(3 秒巧し）龍 (3 秒押し） 


続けて使わないときは 


© 


電源切/入I_Iを押し、電源を切る 

(ランプが消なしまず) 


チヤイルド□ツク 
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いろいろな機能を使う (つづさ) 


音声の聞き直し•音量切リ替え 




> 1 

、丸 焼さ， 

.切身•干物, 

^ — A 

‘つけ焼き, 

'追加 
. 焼き， 

[ W , 

時間 1 

◄ 1 ► j 

手動 


国 


下げる 上げる下げる 上げる 


クにングチ微聞 零し 

。秒押し）寵 (み 押し) 



音量を設定ずる 


電源切/入 I 口 


を「ピツ」と 


鳴るまで巧し、電源を入れる 

(ランプが点なします） 


音量を聞さ直したい時は 


聞 IS し を押ず 

♦直前の音声の内容が流れます。 


聞詰しを3秒間巧ず 
聞謂しを押し、希望の音量を選ぶ 
3秒経過ずると設定完了でず 


続けて使わないときは 




音量設定時の表示 



■ 


音量け」 
音■「中」 
音量「ル」 
音量「切」 


© 電源切/入 ( 


を}甲し、電源を切る 

(ランプが消なしまず） 


レンジフードフアン連動 


♦ IH ヒーターまたはグ IJ ルの通電•停止に連動して、レンジフードファン連動対応のレンジフードファンが運転•停止 
するシステムでず。 

♦詳しくはレンジフードファンの取扱説明書をご覧ください。 

♦レンジフードフアン連動対応のレンジフードフアンについては、お買い上げの販売店または「ご相談窓口」 f 斗 P .55 1 
にお問い合わせください。 
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乂 □デイ ーとブザーの 切り替え 




ぐ 、 

、丸焼さ^ 

♦ -\ 

.切身•干物, 

'こ > 

‘つけ焼き‘ 

'追加 

m \ 

牌？/到 


時1間^ 

手動 



クにングチ鮮ザ音声 


下げる上げる 


寒 


上げる 


□ツク聞き直し 
巧秒押し）き量 (3 秒巧し） 


入 


を「ピ ツ」 と 


t で巧し、電源を入れる 

(ランプが点なしまず） 




前面操作パネルのィ可 S を、 
3秒間押し、「ピピツ J と鳴ったら 
切り替え完了 

参元に戻ずときも、同じ操作をします。 


続けて使わないとちは 


© 


電源 切/入 I _ I を}甲し、電源を切る 

(ランプが消なしまず) 


IH クッキングヒーターの操作 

レンジフードフアンの動作 

IH ヒーターまたはグ U ルの通電を開始したとき 

運転を開始しまず。 

IH ヒーターまたはグ IJ ルの通電を停止したとさ 

約3分後に自動停止しまず。 


阻クッキングヒーターからの信号がさえぎられるとレンジフードフアンが動作し 
ない場合がありまず。 

•送信部がミちれている。 

♦送信部が鍋やフライパンの取っ手などでおおわれている。 

V _ J 




いろいろな機能を使う(音声の聞き直し•音量切り替え/ X □デイ—とブザ—の切り替え/レンジフ—ドフアン連動) 


5 

4 



る 

鳴 


切 

原 

載 


〇 


す 

=E= 

連 

と 

作 

操 































































































































お手入れ 




♦お手入れは、 




•ご使用のたびにお手入れしてください。 

•ベンジン、シンナー、粉末タイプのみがき粉は使用しないでくださし、。 
•吸•排気□に水が入らないよう、ごミ主意ください。 


排気 カバー 



薄めた台所用洗剤（中性）とスポンジで洗う。 

たわしやみがき粉は使わないでください。 

吸-排気カバーの下の油ミちれもお手入れしてください C 





•吸•排気カバーは、食器洗い乾燥機に入れたリアルカ IJ 性の洗剤を使ったりしないでくださし、。 
•ちれて目詰まりしたまま使わないでくだごい。安全装置が作動して通電を停止したり、グ 
IJ ル使用中にグ I J ルドアから煙が漏れたりずる場合がありまず。 

•お手入れ後は、水気をよくふき取り、本体に必ずセットしてくだごい。 

•吸•排気カバーは強くこずらないでください。表面を傷つけたり変形ずる場合がありまず。 
♦お手入れ後は、レバーを左へスライドさせてください。 


巧 I 
◄ > 


レバー _ 

本体背面の巧からキッ 
チン内へ食材ゃ異物が 
落ちないようにずるた 
ゆ、左へスライドさせ 
て巧を閉じてくださし、。 


吸気口 


グリル 


^P.48s49j 


前面操作パネル 


やわらかい布でふき取る。 

ミちれがひどいときは、台所巧洗剤 
(中性）を薄めて、ふきんにしみみま 
せてふき取り\その後乾いたふきん 
でからぶ'きする。 



光センサー 

すれいにお手入れして 
.ご使用ください 


♦水にめらさないでください。 

故障の原因になりまず。 
♦ベンジン•シンナー，漂白剤- 
アルカリ性洗剤は使わない。 
♦金属製のたわし-スポンジの 
ナイ□ン面でこずらないでく 
ださし、。 


天ぷら鍋（付属品) 


①薄めた台所用洗剤仲性）とお湯で洗う。 

たわしやみがき粉は使用しないでください。 

透鍋底や外側の異物やミちれをとる。 

ミちれがこびりついたまま使うと、油の温度を適正にコント □- 
ルできないことがありまず。また、トツププレートがミちれます。 
③洗い終わったら水気を切り、乾いたら内側に軽く食用油をめる。 
洗ったままにしておくとさびまず。 

天ぷら鍋に同栖の説明書をよく読んでご使用ください。 

♦鍋底が反ったり、変形した場合は使用しない 
でください。日立の家電品取扱店で別売の天 
ぷら鍋をお買い求ゆください。 （ 4 Pi 4 〕 
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電源を切り、本体が冷えてから巧う 


ッププレート•プレートワク（ステンレス製)•光センサー 


•軽いミちれ 

絞ったふきんでふき取り、テの後乾いたふさんでからぶ 
さずる。 

•油巧れ 

台所用洗剤（中性）を薄めて、ふきんにしみ込ませてふ 
き取り、水を絞ったふきんで洗剤を除去した後、乾いた 
ふさんでからぶさずる。 



•落ちにくいミちれ 

クリームタイプのみがき粉を丸めたラップにつけてこずりとる。 
プレートワクはステンレスの筋にそって、こずってください。 




♦ドライバーやフォークなど先の鋭い 
ものや粉末タイプのみがさ粉は使わ 
ないでくださし、。 

♦金属のたねし • スポンジのナイ □ ン面、 
アルミホイルなどでこずらないで< 
ださい。（トツププレート•プレート 
ワクが傷つく原因になりまず） 



•テれでも落ちないときは 

市販のセラミック用スクレーパーなどで煮こぼれの部分 
だけを軽く削り落とし、その後よくふさ取る。 

トッププレートとプレートワクの合わせ目を、ドライバーや 
フォークなど先の鋭いものでこずらないようにしてください。 
合わせ目にずき間ができ、水もれなどの原因になりまず。 



另リ死ロロ 


_ 2011年12月現在 

トツププレート用クリーナー 

♦トツププレートのミちれをおとし、光ミ尺をだし、 
ふきこぼれによる巧れや焦げつきを抑えます。 

部品名：ガラスクリーナー 
( HT - K 1) 

部品番号： HT - D 8 009 
希望小売価格：1,470円 
(税抜1,400円） 

X 日立の家電品取扱店にご相談ください。 
希望小売価格は価格改定に伴い変更ずる 
場合がありまず。 




♦しようゆなどの調味料を放置ずると、汚れあとが残ることがありまず。 

♦鍋底の巧れがトツププレートにつく場合がありまず。鍋底の巧れも取り除いてくださし、。 
•光センサーが汚れていると、鍋の温度が正しく検知できない場合がありまず。 

汚れを取り除いてください。 

♦トツププレートにひびが入ったり、割れたり、トツププレートとプレートワクのずき間が 
大きくなった場合は、電源と専用ブレーカーを切って使用を中止し、お買い上げの販売店 
または「ご相談窓口」 OP .55 ) にご相談ください。 


酸性•アルカリ性の強い洗剤（漂白剤、 
住宅用合脱細など）や、が酢を使っ 
て清掃しないでください。付着した場 
合はずぐにふき取ってください。（液剤 
や洗剤が残ると、表面が変色したり、 
トツププレートとプレートワクの接合 
部分力郑化する原因になりまず） 



お手入れ 
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4 









































































































































巧手人れ（つづさ ） M 


♦お手入れは、 


電源を切り、本体が冷えてから行う 




グリルドア•焼網•受皿の取り外しかた 

■ 

グリルドア•焼網•受皿の取り付けかた 

L J 


脂や汁がたまつ 


取っ手を両手でしっかり持ち、 
ゆっくり止まるまで引き出ず 

受皿内の脂などをこぼさないようにミ主意してくださし、。 



焼網、受皿を外ず 



焼網 
支え部 

受皿 


耐熱チューブに個） 
(取り外さないでください） 



取っ手の下側に手をまわし、グリル 
ドアバネを軽く引き下げる 



グ IJ ルドア 
バネ 


グリルドアバネを押さえずに無理に外すとグ IJ 
ルドアが破損したり、変形ずることがありまず。 




グリルドアを押し倒し 
て外さないでください。 

グ IJ ルドアが破損したり 
変形することがありまず。 



グリルドアを本体側八倒ずようにし、 
左ち2箇所のツ X を外ず 


グリルドア 
ツ乂 


レール 




グリルドアを本体側八倒すようにし、 
レール側のツ X 2 箇所をグリルドア 
下部の角巧に差し込む 

巧穴 
グ U ルドア 


\ソ乂 



レール 




グリルドアを手でささえ、 
垂直に起こしながらはめ込む 



カチ、ソと音がしてグ IJ ルドアが固定されまず。 


受皿、焼網を載せる 


支え部 


受皿 



耐熱チューブに個） 
(取り外さないでください） 


焼網は、支え部を手前にして受皿にセットし 
てください。焼網を逆に入れるとヒーターに 
当たってドアが閉まりません。 


0 グリルドアは本体の前面 I ; 
当たるまで押して閉める 


①脂や汁がたまっている受皿の両側をしっか ◎受皿の脂や汁がこぼれないようにゆっくり 
り持ち、1〜 2 cm 上に持ち上げてから、ゆつ 持ち上げて外してください。 

くりこぼれないように90度回転させまず。 



T 



|i 


焼網 


… 受皿 


グリルドア 


グリルドア 



薄めた台所用洗剤(中性)とスポンジで洗う。 






•たねし-みがき粉は使用しないでください。（表面を傷つけまず） 

♦グリルドアは、食器洗い乾燥機や食器乾燥器には入れないでください。 

(樹脂部が変形しまず） 

♦グリルドア（強化ガラス）に傷がついた場合は、日立の家電品取扱店でお買い求めくだ 

さい。 OP .4) 


焼網•受皿 


薄めた台所用洗剤(中性)とスポンジで洗う。 







♦焼網-受皿の表面処理を傷めないでください。 

♦たわし•みがき粉は使用しないでくだごい。（表面を傷つけます） 

♦受皿は金属製のたねし•スポンジのナイ□ン面でこずらないでください。 

废面処理に傷がついたりはがれたりずることがありまず。また受皿の裏面を傷つけまず） 
•焼網はたねしでこずらないでください。（表面処理に傷がついたり、はがれることがありま 
ず）ミちれが気になる場合は、スポンジのナイ□ン面（硬い面）で洗ってください。黒ずみが 
部分的に残る場合がありまずが、これは金属表面が熱により変色したもので、表面処理には 
景ミ響ありません。そのままお使いください。 

♦食器洗い乾燥機に入れたり、アルカリ性の洗剤を使ったりしないでくださし、。 

• ご使用のたびにお手入れしてください。汚れがこびりつくと調理物がおりにくくなることが 
ありまず。 

•焼網•受皿は消耗品でず。表面処理が傷んだ場合は、日立の家電品取扱店でお買い求めくだ 
さい。 r 今 P .4〕 
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お手入れ （つづき） [么讀〇 本体が冷えて^ら巧う' 


グリル庫巧のクリーニング 


•5 〜6回使用のたびに庫内クリーニングをご使用ください。 

グリル庫内の油ミちれを乾燥させ、においを軽減ずることができまず。 
グリル庫内の油ミちれを乾燥させないと腐食の原因にもなりまず。 



塵 麵•受皿を取り外し、 

胃 グリルドアを確実に閉める。 
前面操作パネルを開< 

電源切/入 I 口 I を r ピツ J と 
鳴るまで押し、電源を入れる 

(ランプが点なしまず） 

グ J - ニング を押し、 

表示部に 「〔L J を表示ずる 
©国 を押し、通電ずる 

♦クリ〇グを押した後、約 3 分が内にを押さな 
いとブザーが鳴り自動的に解除されまず。 

乂□デイーが鳴ったら終了でず 


•においを軽減しますが、汚れは除去できません。 

♦焼網と受皿は絶対にセットしないでください。 
グリルでの調理後に行う自動クリーニングより、 
庫内クリーニングの方が強力なため、焼網と受 
皿のフッ素加工が痛んだり、変色する場合があ 
りまず。 

•クリーニング中は、グリル庫内の油を焼さ切るた 
め煙が出る場合がありまず。レンジフードファン 
を使用してください。 

♦グリル庫内に落ちた食品カスなどは、グリル庫 
内が冷えてから手袋などをして耳又り除いてくだ 
さい。また、手が届かない庫内部分は、割り箸 
などに布を卷きふき取ってください。 

•グリル庫内は金属部が数多くありまずので、や 
けどやけがに十分注意してください。 


j ♦ク iJ - ニング中は表示部にを表示しまず。 
^ 約11分で終了しまず。 

I •途中で中止したいとさは 圓 を押しまず。 



お困りのとさは 


使用途中に停電に 
なつた 


♦通電中の IH ヒーターまたはグ IJ ルは停止し、タイマーも取り消されまず。 

♦電源を入れ、もう一度操作を初めから行ってください。 

-電源をブザーが鳴るまで巧してください。 

• 電源ランプが点なします。 


トツププレートやグリルドアおよび 
庫内など高温部に触れない 



上面操作パネルの表 
示部の液晶がくもる 


川及気□から直接蒸気を吸い化むと、液晶がくもることがありまずが、 
しばらくすると元に戻りまず。 



上面操作パネルの表示 
部の液晶が黒くなる 


♦表示部の上に熱い鍋などを置くと液晶が黒くなることがありまずが、 
しばらく放置ずると元に戻りまず。 

表示部の上に熱い鍋などを置かないでください。 


使用途中に各 IH ヒー 
ターまたはグリルの 
通電が停止した（切 
り忘れ防止自動停止 
機能） 


参切り忘れ防止自動停止機能が働いていまず。 

各 IH ヒーターには、最終キー操作から約45分、グ IJ ル「手動」には 
「切•スタート」を巧してから約30分経過ずると自動的に通電を停止ず 
る切り忘れ防止自動停止機能が設けられていまず。 

切り忘れ防止自動停止機能が働いた時はブザーでお知らせします。 

もう一度使う場合は再度、通電をスタートしてください。 


液晶表示の火カバー 
が交互に点なし、約 
30秒後に消なした 
(金属小物検知自動 
停止機能、鍋無し自 
動停止機能） 


♦鍋が IH ヒーターから大さくずれていませんか。 

中央に置いてください。 

♦使えない鍋を置いていませんか。 


使える鍋を置いてください。(使える鍋について 〔今 Pi 12、13 ) ) 
図は火力「7」で使用した場合 

ィ交互に I 





n 


]"III 

火力 

1 


I 点灯^ 


11111 


义力 


n 


約30秒後、ブザーが鳴り、液晶表示が消え、通電を停止しまず。 

付属の天ぷら鍋で確認しても同じ場合はお買い上げの販売店にご連絡ください。 



♦専用 ブレーカーが 切れていません か。 

専用ブレーカーを入れてくだごい。 

通電しない 

♦電源が切れていませんか。（電源ランプが消えている） 

電源を入れてください。 

-電源をブザーが鳴るまで巧してください。 

•電源ランプが点灯します。 

電源を「入」の状態で約10分（または約30分）放置すると才ートパワー 
才つ機能が働き、自動的に電源が切れまず。オートパワーオつの時間 
の切り替えについては、お買い上げの販売店にご相談ください。 


♦チャイルド□ックが設定されていませんか。 

チャイルド□ックを解除してください。 〔今 P .43) 


参 IH ヒーターで使える鍋を使用していまずか。 

(使える鍋について 〔今 P .12、13 )) 


警告 


修理を依頼される前に次の点を 
もう一度お調べ < ださい。 



お手入れ 



お困りのとさは 


上面操作パネル 
について 


電源について 
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お困りのとさは (つづき） 



電源を入•切ずると 
「カチヤ J と音がずる 


岡 


♦電源を入•切ずると、内部電気部品のスイツチの動作音がしまず。 


電源を切つても 
音がずる 


♦電源を「切」にした場合でも継続して冷却フアンが回りまずが、異常 
ではありません。本体内部の回路を保護ずるために、キー操作後;令却 
フアンが最大約10分間動作しまず。 

自動的に;令がフアンは止まりまず。 


使用中にフアンの音 
が大き<なったり止 
まることがある 


争本体内部を;令やずために冷却フアンが動作しまず。 


左•ち IH ヒーター使用 
中に鍋から音がずる 


参鍋底が薄い鍋や多層鍋、ホー □ 一の密着が良くない鉄ホー□一など鍋の種 
類によっては音（ジー音、カチカチ音）や共鳴音（キーン音、キューン音） 
力《発生ずることがありまず。また鍋の取っ手に振動を感じることがありま 
ず。これは磁力線により鍋自体力 《 振動ずるためで、異常ではありません。 

•気になる場合は、火力を下げたり、鍋の位置をずらしたり、置き直し 
たりずると音が止まることがあります。 

• IH ヒーターを同時に使用した場合、鍋の種類によっては調理中に共鳴 
音「キーン」や「キューン」という音がしますが、これも磁力線により鍋 
が振動ずるたゆで異常ではありません。 


鍋底の直径がルさかつ 
たり、鍋底が反ってい 
る鍋は火力が弱<なる 
ことがある 


>ホー□一 •ステンレス製の鍋については鍋底の直径が IH ヒーターの場 
合は12〜 26 cm のもので鍋底の反りが 3 mm 从下のものをご使用くだ 

さい。（使える鍋について （今 Pi 12、13)) 


左•ちの IH ヒーター 
で加熱具合が違う 


♦同じ鍋で同じ火力を設定しても、左•ちの IH ヒーターで加熱具合が異 
なる場合がありまず。またルさい鍋では、通電できる場合とできない 
場合がありまず。 


いため物などを行うと 
IH ヒーターの 火力が 
弱くなることがある 


♦いため物などを行うと、鍋底温度力《上がり、自動的に火力をコント □— 
ルずる場合がありまず。温度が下がると自動的に火力が強くなるので、 
そのままご使用くだごし、。 


IH ヒーターでの調理 
に時間がかかる 

調理のでさ上がりが 
遅し、 


>鍋底に異物が付着していたり、トッププレートがミちれていませんか。 

鍋やトツププレートのお手入れをしてご使用ください。 


♦使える鍋を使用していまずか。(使える鍋について （今 P .12、13 ) ) 

•鍋の種類によっては、「強火」で使用すると、自動的に火力を]ント □- 
ルする場合がありまず。 


予熱時間が長い 
通電が停止ずる 


鍋の温度が低過ざた 
り高過ざる 


>鍋底の直径が小さかったり鍋底が反っているフライパン•鍋は火力が弱 
くなる場合があるため、予熱時間が長くなりまず。またフライパン•鍋 
の温度が適温にならず通電を停止ずる場合がありまず。 

備温調理で使えるつライパンについて G ^ P . I 3)) 


♦鍋の材質•大ささ•形状•置く位置により鍋の温度が低過ぎたり高過ざる 
場合がありまず。（適温調理で使えるフライパンにっいて r ^ p .1 3つ） 


適温調埋について 


火力について 


音について 
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岡 


グリル調理中、グリ 
ル庫内で構間的に炎 
ができたり、排気口 
から煙が出る 


♦魚の脂などがグ IJ ルヒーターの上に直接落ちると、瞬間的に炎や煙が 
出ることがありまず。異常ではありません。 

♦魚の脂などが受皿に落ちると、瞬間的に煙が出ることがありまず。異 
常ではありません。 

♦調理を始めてしばらくの間、前回の調理でグ IJ ルヒーターについた脂が 
加熱されて、においや煙が出ることがありまず。異常ではありません。 


グリル調理終了後、 
タイマー表示部に 
〔し表示が出て、排気 
口から熱風が出る 


•調理終了後、グ IJ ルヒーターの ク IJ 一ニ ングのため、下 ヒーターと 触 
媒加熱用ヒーター、フアンに通電しまず。（約5分間） 


グリルで魚を焼いた 
ときに排気口から煙 
が出たり、グリルド 
アのずき間から煙や 
水蒸気が漏れること 
がある 


♦グ IJ ル庫内の排気□には煙やにおいをおさえる触媒機能が入っていま 
ずが、魚などの調理物から多量の煙が発生した場合は触媒の能力を超 
えて排気口から多く煙が出たり、グ IJ ルドアのずき間から漏れること 
がありまず。故障ではありません。 


グリルの排気口から 
出た水蒸気が壁面に 
結露ずることがある 


♦調理時に排気□から出る水蒸気などが壁面に付さ水滴になることがあ 
りまずので、ふきんなどでふき取ってくださし、。 


光センサーが結露ず 
ることがある 


♦吸気□から直接蒸気を吸い込むと、結露ずることがありますが、しば 
らくずると元に戻ります。 



圧团クッキングヒー 
ターの IH ヒーター 
またはグリルの通電 
を停止しても、レン 
ジフードフアンが止 
まらない 


•レンジフードフアンは圧田クッキングヒーター全ての IH ヒーターとグ 
IJ ルの通電を停止しても約3分間動作しまず。 

止ゆる場合は、レンジフード側で「切」操作をしてください。 

• M クッキングヒーターのいずれかの各 IH ヒーターまたはグ IJ ルの通 
電をしているとレンジフードフアンは止まりません。 

止める場合は、レンジフード側で「切」操作をしてください。 


レンジフードフアン 
が回らない 


♦送信部または受信部が汚れていませんか。 

任团クッキングヒーターの送信部.レンジつードファンの受信部を掃除 
してください。（レンジつードファンの取扱説明書も合わせてご覧くだ 

さぃ） 户》ド|44、45 J 

♦送信部に鍋などを置いていませんか。 

鍋などを送信部の上から取り除いてください。 (今 Pi 44、45 ) 

♦送信部の上にフライパンなどの取っ手を向けていませんか。 


つライパンなどの取っ手の向きを変えてください。 〇 P .44、 45 


修理を依頼される前に次の点を 
もう一度お調べ < ださい。 


ぉ困リのときは 


フアン連動について 


結露について 


グリルについて 
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下記の表示が出たときは故障ではありません。「直しかた J を確認し、表示を消してから再度操作 
を巧ってください。__ 
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左•ち IH ヒーター使用時、 
液晶表示がホ<点なする 


•空だきになっていまず。 
♦いため物の調理を行うと表示す 
る場合があります。 

♦付属の天ぷら鍋が高温（油が高 
温）になっている。（付属の天ぷ 
ら鍋が反っている） 


f m 


調理物を入れてください。 
火力を下げてご使用ください。 
讨属の天ぷら鍋の反りを確認し 
てください。 


R 3 

「獄ず物」を使用したら、 

ち IH ヒーターの液晶表示が 
ホ<点なずる 


参付属の天ぷら鍋の底に約1 mm が上 
の反りがあったり変形しています。 
♦付属の天ぷら鍋の底やトツププレー 
卜に異物やミちれが付着している。 


•反りや変形がある場合は新しい 
鍋をご購入ください 。 &PAJ 
♦異物や巧れの場合はお手入れ 
をしてご使用ください。 


左•ち IH ヒーター使用時、 
液晶表示がホ<点なする 


•吸 • 排気カバーにほこりがたまつ 
ていまず。 

•吸 • 排気カノぐ一がふさがれています。 




左•ち IH ヒーター使用時、 

液晶表示がホ<点なする 

•鍋の種類が違つています。 


► 

► 



•ほこりをふき取ってください。 

[- »P-46^ 

•ふさがないでください。 


>鍋の種類を確認してください。 

庆 P .12、 の 


•通電したまま連続して魚などを焼 

し、/しも口。 




度通電を切り、グ IJ ル庫内の温 
度を下げてから、次の調理物を入 
れる。 



、、 ini の 表示が出たときは左 IH ヒーターの^ を押ず。 


の、図、概、 fR ? l の表示が出たときはち IH ヒ-夕-の 圆 を押ず。 


の表示が出たときはグ IJ ルの^ を押す。 


r 直しかた J に従つて再度操作しても同じ表示が出たり、上記な外の表示や下記の表示が出たとき 
はな障の可能性がありまず。お買い上げの販売店またはに'相談窓にご連絡ください< 



液晶表示がホ<点灯ずる 


などの H ネネ表示 


•電源電圧が異常に高い場合や低 
い場合。 

♦部品の故障が生じた場合。 



〔ら 

V 


♦電源電圧が異常に高い場合や低 

し、も 口。 


などの H ネ表示 

♦部品の故障が生じた場合。 


♦お買い上げの販売店または 
「ご相談窓 nu C ^ PiS ぶ に 
ご連絡ください。 


お知らせ表示コード 


表示を消したいときは 


直しかた 


お知らせ表示コード 


上面操作パネル•前面操作パネルに次の表示が出たとき 


上面操作八ネル 
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修理に関するご相談は 

エコー センターへ 

TEL 0120 -31 21 -68 
FAX 0120-31 21—87 

優付時間)9:00〜 19:00( 月〜±)、9:00〜 17:30( 日•祝日) 
携帯電話、 PHS からもご利用できまず。 


商品情報やお取り扱いについてのご相談は 
お客様相談センターへ 
TEL 0120-3121 -11 
FAX 0120 -31 21 -34 

優付時間)9:00〜1 7:30( 月〜±)、9:00〜1 7:00( 日•祝日) 
年末年^^台は休ませていたださます。 

携帯電話、 PHS からもご利用できまず。 


• 「持込修理」および「部品購入」については、上記サービス窓口にて各地区のサービスセンターをご紹介させていただきまず。る 
• お客様が弊社にお電話いただいた場合には、正確にご回答ずるために、通話内容を記録(録音など)させていただくことがあ他 
りまず。 ■ 

♦ご相談、ご依頼いただいた内容によっては弊社のグループ会社に個人情報を提供し対応させていただくことがありまず。 ■ 

•修理をご依頼いただいたお客様へ、アフターサービスに関するアンケート A ガキを送付させていただくことがぶりまず。 


保言正と アフターサービス 


必ずお読みください 


■保証書（別添） 

保証書は、必ず「お買い上げ曰-販売店名」などの記入 
をお確かめのうえ、販売店から受け取っていただき、内 
容をよくお読みのあと、大切に保をしてください。 

♦保証期間はお買い上げ曰から1年でず。 

※ただし、消耗部品は保証期間内でも有料とさせて 
し、たたさまず。 

■補修用性能部品の保有期間 

当社はこの M ク 、ソ キングヒーターの補修用性能部 
品を、製造打ち切り後6年保有していまず。 

♦補修用性能部品とは、テの商品の機能を維持ずる 
ために必要な部品でず。 

■ご不明な点や修理に関ずるご相談は 

修理に関ずるご相談並びにごで明な点は、お買い上げの 
販売店または「ご相談窓口」にお問い合わせください。 

■修理料金の仕組み 

修理料金=技術料+部品代+出張料 


技術料 

診断、部品交換、調整、修理完了時の点検などの作 
業にかかる費用でず。技術者の人件費、技術教育 
費、測定機器などの設備費、一般管理費などが含 
まれまず。 

部品代 

修理に使用した部品代金でず。その他修理に付帯 
ずる部材等を含む場合もありまず。 

出張料 

製品のある場所へ技術者を派遣ずる場合の費用で 
ず。別途駐車料金をいただく場合がありまず。 


■修理を依頼されるときは 化張修理 I 

「お困りのとさは」 (': P .51 〜 54) に従って調べてい 
ただき、なお異常のあるとさはご使用を中止し、専 
用ブレーカーを切り、お買い上げの販売店に修理をご 
依頼ください。 

修理に際しましては保証書をご提示ください。 
保証書の規定に従って、販売店が修理させていただ 
さまず。 


【ご連絡していただきたい内容】 


品 名 

曰立 I 团クッキングヒーター 

型 ま 

HT -80 FS 

お買い上げ日 

年月日 

故障の状況 

できるだけ具体的に 

ご住所 

付近の目 EP 等も併せてお知らせください 

お名前 


電話番号 


訪問ご體日 



鐵保証期間が過ぎているときは 

修理ずれば使用できる場合は、ご希望により修理さ 
せていた?こさまず。 

■ご転居されるときは 

ご転居によりお買い上げの販売店のアフターサービ 
スが受けられない場合は、前もって販売店にご相談くだ 
さし、。 


「ご相談窓口 J 


(家庭電気製品の表示に関ずる公正競争規約による表示） 


曰立家電品についてのご相談や修理はお買上げの販売店へ 

なお、転居されたり、贈物でいただいたものの修理などで、ごす明な点は下記窓口にご相談ください。 
※下記窓口の内割ま、予告なく変更させていただく場合がございまず。 


ぶ 


お困りのとさは 
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/- J -4^ この製品は、日本国内家庭用でず。電源電圧や電源周波数の異なる海外では使用できません。 

1丄また、アフタ-サ-ビスもできません。 


^型 式. 

HT -80 FS 

電 源 

単相20 0 V (50-60 Hz 共用） 

消 

費 

電 

力 


5.8 kW (4.8 kW に切り替え可能） 

左•ち IH ヒーター 

S.OkWd 00 W 相当〜 3.0 kW 12段階火力調節)※ 

グ リ ル 

調理/ニユー「丸焼さ」「切身 • 干物」「つけやき」1 . 2 kW 
(手動 600 W 相当、90 0 W 相当、1 .2 kW 3段階火力調節） 

触媒用加熱ヒーター 

250 W 

待機時消費電力 

0.0 5 W 未満(電源「切」のが態） 

コードの長さ 

3なキャブタイヤケーブル 0.7 m 

電源プラグ 

250 V —30 A (接地極つき） 

大ささ 

本 体 

幅599奥行560高さ234 [ mm ] 

グリル 

幅280奥行360高さ124 〔 mmK 有効高さ 59〔 mm 〕） 

，質 量（重さ） 

約 21.6 kg J 


• HT -80 FS はレンジフードフアン連動です。 み消費電力は、鉄ホー□—鍋を使った場合でず。 


【総消費電力の切り替えについて】 

本製品は、工場出荷時総消費電力を 5.8 kW に設定してありまずが、 4.8 kW に切り替えることもできまず。 
アンペアブレーカーの容量で足の場合などで、ご使用上で便があるときに選べます。 

詳細は、お買い上げの販売店へお問い合わせください。 

【オートパワーオフの時間の切り替えについて】 

本製品は、工場出荷時約10分で才ートパワーオフずるように設定してありまずが、約30分 I こ切り替えることも 
できまず。オートパワーオフずるまでの時間が短いなどで、ご使用上で便があるときに選べまず。 

詳細は、お買い上げの販売店へお問い合わせください。 


愛情点検 

★長年ご使用の 画 クッキングヒ-夕-の点検を •/ •ィ麗ク期鑑ク結ぶ溫譜嚮品の 

の 

ご使用の 際 
このようなこ 
とはありませ 
んか 

参電源スイツチを入れて操作しても IH ヒー 
ターやグリルが作動しないときがある。 
•編ず臭いにおいがしたり、運転中に異常 
な音が'ずる。 

•ビリビリと電気を感じる。 

•その他の異常や故障がある。 

► 

ご使用 
中止 

故障や事故防止のため、専用 
ブレーカーを 切り、お買い上 
げの販売店にご連絡<ださい。 
点検-修理についての費用な 
ど詳しいことは、販売店にご 
相談ください。 


參日立アプライアンス株式会社 

〒1 05-8410 東京都港区西新橋 2-15—1 2電話 (03)3502-2111 


2-J6925-1C 


J2(HP) 






































